
FormFormForm No.No.No. 3379-9483379-9483379-948 RevRevRev BBB

GrandStandGrandStandGrandStand®®® モモモアアア
122cm122cm122cm まままたたたははは TURBOTURBOTURBO FORCEFORCEFORCE®®® カカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトト搭搭搭載載載

モモモデデデルルル番番番号号号74568TE74568TE74568TE———シシシリリリアアアルルル番番番号号号 314000001314000001314000001 以以以上上上

g015545

製品の登録は： www.Toro.com.
この文書は翻訳です。 (JA) *3379-948* B 



警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含

まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

この製品は、関連するEU規制に適合しています；
詳細については、DOC シート（規格適合証明書）
をご覧ください。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、
カナダの ICES-002 標準に適合しています。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーー
クククアアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルル
ニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機
械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす
のののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

標標標準準準装装装備備備とととなななっっっててていいいるるるオオオリリリジジジナナナルルル機機機器器器やややアアアクククセセセ
サササリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、機機機械械械ののの性性性能能能ががが変変変わわわりりり走走走行行行状状状
態態態ややや安安安全全全性性性ににに問問問題題題ががが発発発生生生しししたたたりりり製製製品品品保保保証証証ががが適適適
用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががでででてててきききままますすす。。。トトトロロロのののオオオ
リリリジジジナナナルルルパパパーーーツツツををを使使使用用用しししななないいいととと重重重症症症事事事故故故ややや死死死
亡亡亡事事事故故故ををを引引引ききき起起起こここすすす可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。エエエンンン
ジジジンンン、、、燃燃燃料料料シシシススステテテムムムややや換換換気気気シシシススステテテムムムににに対対対しししててて
弊弊弊社社社ががが認認認めめめててていいいななないいい改改改造造造ををを施施施すすすここことととははは法法法律律律違違違
反反反とととなななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

タタタイイイヤヤヤ、、、ベベベルルルトトト、、、ブブブレレレーーードドド、、、燃燃燃料料料系系系統統統ののの部部部品品品ををを
始始始めめめとととすすするるる交交交換換換部部部品品品にににははは、、、必必必ずずずトトトロロロ社社社ののの純純純正正正部部部
品品品をををごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
こここののの製製製品品品ははは、、、ロロローーータタタリリリーーーブブブレレレーーードドド型型型ののの乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機
でででああありりり、、、そそそのののよよようううななな業業業務務務ににに従従従事事事すすするるるプププロロロのののオオオペペペレレレーーー
タタタががが運運運転転転操操操作作作すすするるるここことととををを前前前提提提とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままま
すすす。。。こここののの製製製品品品ははは、、、適適適切切切ななな管管管理理理ををを受受受けけけててていいいるるる家家家庭庭庭ののの芝芝芝
生生生ややや商商商用用用目目目的的的ででで使使使用用用ささされれれるるる芝芝芝生生生ににに対対対すすするるる刈刈刈りりり込込込みみみ管管管

理理理ををを行行行うううここことととををを主主主たたたるるる目目目的的的とととしししててて製製製造造造ささされれれててておおおりりりままま
すすす。。。本本本機機機ははは、、、雑雑雑草草草地地地ややや農農農業業業用用用地地地にににおおおけけけるるる刈刈刈りりり取取取りりりななな
どどどををを目目目的的的とととしししたたた機機機械械械ででではははああありりりままませせせんんん。。。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。

©©© 2014—The2014—The2014—The Toro®Toro®Toro® CompanyCompanyCompany
811181118111 LyndaleLyndaleLyndale AvenueAvenueAvenue SouthSouthSouth
Bloomington,Bloomington,Bloomington, MNMNMN 554205542055420 2

連連連絡絡絡先先先：：： www.Toro.com.www.Toro.com.www.Toro.com.
PrintedPrintedPrinted ininin thethethe USA.USA.USA.

禁禁禁無無無断断断転転転載載載

 



目目目次次次
はじめに .................................... 2
安全について ................................ 4

安全な運転のために ...................... 4
安全にお使いいただくために： TORO から
のお願い ............................. 6

音圧 ................................... 7
音力 ................................... 7
振動レベル ............................. 7
傾斜確認方法 ............................. 8
安全ラベルと指示ラベル ................... 9

製品の概要 ................................. 13
各部の名称と操作 ........................ 13
仕様 ................................... 14

運転操作 ................................... 15
燃料を補給する......................... 15
エンジンオイルの量を点検する ............ 16
慣らし運転期間......................... 16
安全第一 .............................. 16
駐車ブレーキの操作 ..................... 17
ブレードコントロールスイッチ（PTO）の
使い方 .............................. 17

スロットルの操作....................... 18
チョークの操作......................... 18
始動スイッチの操作 ..................... 18
燃料バルブの使い方 ..................... 19
エンジンの始動と停止 ................... 19
安全インタロックシステム ............... 20
プラットホームの使い方 ................. 21
前進と後退 ............................ 21
停止 .................................. 22
回転インジケータの使い方 ............... 23
機体を手で押して移動する ............... 23
移動走行を行うとき ..................... 23
トレーラへの積み込み ................... 24
刈りかすを横に排出する場合またはマルチ
ングする場合......................... 24

刈り高を調整する....................... 25
フローバッフルを調整する ............... 25
フローバッフルの位置調整を行う .......... 25
ウェイトの使用......................... 26

保守 ....................................... 27
推奨される定期整備作業 .................... 27
整備前に行う作業 .......................... 28
マシンの前部を浮かせる ................. 28
クッションを外して後部へアクセスできる
ようにする .......................... 29

潤滑 ..................................... 30
機体のグリスアップ ..................... 30
前キャスタのピボットのグリスアッ
プ .................................. 30

キャスタホイールのハブの潤滑 ............ 31
エンジンの整備 ............................ 32
エアクリーナの整備 ..................... 32
エンジンオイルについて ................. 32
点火プラグの整備....................... 35

スパークアレスタ（が装着されている場
合）を点検する。 ..................... 36

燃料系統の整備 ............................ 36
燃料タンクの内部清掃 ................... 36
燃料フィルタの整備 ..................... 37

電気系統の整備 ............................ 37
バッテリーの整備....................... 37
ヒューズの整備......................... 39

走行系統の整備 ............................ 39
トラッキングの調整 ...................... 39
タイヤ空気圧を点検する ................. 41
キャスタピボットベアリングの調
整 .................................. 41

キャスタホイールとベアリングの整
備 .................................. 41

電気クラッチの調整 ..................... 42
冷却系統の整備 ............................ 43
吸気スクリーンの点検 ................... 43
冷却系統の清掃......................... 43

ブレーキの整備 ............................ 43
ブレーキの整備......................... 43

ベルトの整備 .............................. 45
刈り込みデッキベルトの交換.............. 45
ポンプ駆動ベルトの交換 ................. 46

制御系統の整備 ............................ 47
走行コントロールハンドルの位置調
整 .................................. 47

油圧系統の整備 ............................ 49
油圧オイルについて ..................... 49

芝刈りデッキの保守....................... 52
ブレードの整備......................... 52
刈り込あがりの修正 ..................... 54
デフレクタの交換....................... 57

洗浄 ..................................... 57
芝刈りデッキの裏側の清掃 ............... 57
廃材の処分 ............................ 57

保管 ....................................... 58
洗浄と格納保管......................... 58

故障探究 ................................... 59
図面 ....................................... 61

3

 



安安安全全全にににつつついいいててて
間間間違違違っっったたた使使使いいい方方方ややや整整整備備備不不不良良良ははは人人人身身身事事事故故故なななどどどののの原原原因因因ととと
なななりりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安
全全全上上上ののの注注注意意意ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。

安全防災面については十分に配慮して設計し種々
のテストを経て製造されておりますが、以下に示
す注意を守らないと人身事故が発生するおそれが
あります。

最最最大大大ののの安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし、、、こここののの芝芝芝刈刈刈りりり機機機ににに最最最高高高ののの性性性能能能
ををを発発発揮揮揮さささせせせ、、、製製製品品品にににつつついいいててて十十十分分分ななな知知知識識識ををを得得得ててていいいたたただだだ
くくくたたためめめににに、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動すすするるる前前前ににに、、、こここののの製製製品品品ををを扱扱扱
うううすすすべべべてててののの方方方々々々ががが必必必ずずずこここののの説説説明明明書書書ををを読読読みみみ、、、内内内容容容ををを十十十
分分分ににに理理理解解解しししてててくくくだだださささいいい。。。安安安全全全注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））のののつつつ
いいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは
「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど「「「人人人身身身ののの安安安全全全ににに
関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項」」」ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららははは、、、安安安全全全
上上上、、、特特特ににに重重重要要要ななな注注注意意意事事事項項項ででですすすかかかららら、、、内内内容容容をををよよよくくく読読読んんん
ででで理理理解解解しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと人人人身身身事事事
故故故ががが発発発生生生すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下に挙げる注意事項は、 規格および EN836:1997
規格から抜粋されたものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアルや関連するト

レーニング資料をよくお読みください。

注注注 オペレータや整備担当者がマニュアルを読め
ない場合には、オーナーの責任において、この
オペレーターズマニュアルの内容を十分に説
明してください。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識な
どに十分慣れておきましょう｡

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを行って
ください。トレーニングはオーナーの責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、
絶対に運転や整備をさせないでください｡

注注注 地域によっては機械のオペレータに年齢制限
を設けていることがありますのでご注意くださ
い。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の人々お
よびその所有物の安全に責任があり、オペレー
タやユーザーの注意によって事故を防止する
ことができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す

るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。

• 作業にふさわしい服装をし、ヘルメット、安全
めがね、聴覚保護具、長ズボン、安全靴、およ
び手袋を着用してください。

重重重要要要 長長長いいい髪髪髪、、、だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服、、、装装装飾飾飾品品品なななどどどははは可可可
動動動部部部ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業開始前に作業場所をよく確認し、危
険なものをすべて取り除いてください。

• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意く
ださい。燃料は引火性が高く、気化すると爆発
する危険があります。

– 燃料容器は必ず規格認可品を使用してくだ
さい｡

– エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タ
ンクのフタを開けたり給油したりしないでく
ださい。給油はエンジンの温度が下がってか
ら行いましょう。エンジン回転中は喫煙しな
いでください。

– 屋内での給油や燃料の抜き取りを行わない
でください。

• オペレータコントロールやインタロックスイッ
チなどの安全装置が正しく機能しているか、ま
た安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には機械を使用しないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな

ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 締め切った場所ではエンジンを運転しないで
ください。

• 作業は十分な照明のもとで行い、隠れて見えな
い穴などの障害物に注意してください。

• エンジンを掛ける前には、全部の駆動装置を
ニュートラルにし、駐車ブレーキを掛けてくだ
さい。エンジンは、必ず運転席に座って始動し
てください。

• 運転中は、地表面の状態に十分に注意してくだ
さい。特にバックする時には必ず足元の安全
を確認してください。

注注注 足元が不安定だとすべりやすく、危険です。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転し
てください。斜面では、横方向に走行してくだ
さい。ターフの状態は、マシンの安定性に大き
な影響を与えます。段差や落ち込みのある場所
では特に注意してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなど
は、減速して十分な注意を払ってください。

• ブレードを回転させたままで刈り込みデッキを
上昇させないでください。
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• PTOシールド等のガード類は必ず正しく取り付
けて使用してください。インタロック装置は絶
対に取り外さないこと、また、正しく調整して
お使いください。

• デフレクタを上げたまま、取り外したまま、あ
るいは改造したりして刈り込みをしないでくだ
さい（集草装置を使用するときは別）。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。

• どんな場合であれ（集草バスケットを空にする
時や詰まりを除去する時も含みます）、運転位置
を離れる時には、平らな場所に停車し、駆動装置
を解除し、駐車ブレーキ（が装備されている機械
では）を掛け、エンジンを停止させてください。

• 何かにぶつかったり､ デッキが異常な振動をし
た場合は､ 直ちに作業を中止してブレードを点
検してください｡異常を発見したら、作業を再
開する前に修理してください。

• カッティングユニットに手足を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• 作業中はペットや人を近づけないでください｡

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなど
は、減速し周囲に十分な注意を払ってくださ
い。刈り込み中以外はブレードの回転を止めて
おいてください。

• 刈りカスの排出方向に常に留意し、絶対に人に
向けないようにしてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの
障害物の近くでは安全に十分注意してください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい

• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ
ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タンク
のフタを開けたり給油したりしないでください。

• 給油はエンジンが十分に冷えてから行ってく
ださい。

• 屋内での燃料補給はしないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、機械
や燃料容器を保管･格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 燃料を入れすぎないでください。給油後は燃料
タンクキャップをしっかりと締めてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 駆動装置を解除し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取ってください。ま
た、必ず機械各部の動きが完全に停止したのを
確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動
部、マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリな
どが溜まらないようご注意ください。

• オイルや燃料がこぼれた場合はふきとってく
ださい。

• エンジンが十分に冷えてから格納してください。

• 絶対に、火気の近くで燃料を保管したり、室内
で燃料の抜き取りを行ったりしないでください。

• 適切な訓練を受けていない人には機械の整備を
させないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点
火プラグの接続を外しておいてください。バッ
テリーの接続を外すときにはマイナスケーブル
を先に外し、次にプラスケーブルを外してくだ
さい。取り付けるときにはプラスケーブルか
ら先に接続する。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意して
ください。ブレードを取り扱う時は、ブレードを
ウェスでくるむか、安全手袋をはめてください。
曲がったブレードをたたいて直したり溶接で修
復したりせず、必ず新品に交換してください。
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• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。読
めなくなったステッカーは貼り替えてください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は、トロの芝刈り機を初めとする
製品を安全に使用していただくために必ずお守り
いただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

この製品は芝生の刈り込み、リサイクリング刈り、
あるいは、集草袋を取り付けての集草刈りを行うた
めの製品です。本来の目的から外れた使い方をする
とユーザーや周囲の人間に危険な場合があります。

一一一般般般的的的ななな注注注意意意事事事項項項
• 刈り込み開始前に、作業場所に人がいないこと

を確認しください。人が近づいてきたら機械を
停止させてください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があります
ので、これらの部分に触れないよう注意してくだ
さい。保守、調整、整備などの作業は、マシン各
部が安全な温度に下がってから行ってください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用し
ないでください。認可されていないアタッチメ
ントを御使用になると製品保証を受けられなく
なる場合があります。

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に十分注
意してください。これらの障害物に衝突しない
ように運転してください。

• 旋回するときは減速し、十分な注意を払って
行ってください。

• 乗車状態で縁石を乗り越えたり、岩や木の根な
どの障害物を乗り越える時には十分に注意し
てください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。バックするときには
十二分の注意が必要です。

• 急激な運転操作をせず、安定した操作を行っ
てください。

• マシンをトラックなどに積み降ろしする際に
は、マシンの左右それぞれに細い歩み板を使用
するのでなく、後タイヤの両外側よりも広い板
を使用してください。

• 人を乗せないでください。

• 機械の上に他の機械を載せて運ばないでくださ
い。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作

どんなに安全そうな斜面やバンクであっても油断
せず慎重に運転してください。法面での作業に自
信が持てない場合には、そのような場所での作業
を行わないでください。

• 芝刈り現場に岩や木の幹などの障害物がある場
合には取り除いておきましょう。

• 隠れた穴やわだちなどに警戒を怠らないでく
ださい。

注注注 深い芝生に隠れて障害物が見えないことが
あります。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなど
では十分に注意してください。

注注注 万一車輪が段差や溝に落ちたり、地面が崩
れたりすると、機体が瞬時に転倒し、非常に
危険です。

• 集草袋などのアタッチメントを使用する際に
は、特別の注意が必要です。

注注注 アタッチメントによってマシンの安定性が変
わりますからご注意ください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うこと
が原則です。

• 急に方向を変えたり急な加速やブレーキ操作
をしないでください。

• 法面の刈り込みは横断しながら行ってください。

• 傾斜が20度を超える斜面の刈り込みはしない
でください。

整整整備備備

• ガス湯沸かし器やストーブなどの裸火の近く
では、機械や燃料容器を保管･格納しないでく
ださい。

• ボルトナット類、特にブレード取り付けボルト
がゆるまないように注意してください。

• 絶対に安全装置を外したり改造したりしないで
ください。安全装置が適切に作動するかを定期
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的に点検してください。安全装置の作動を妨げ
るようなことや、安全装置による保護を弱める
ようなことは絶対にしないでください。

• せっかく手に入れた大切な機械を守り、確かな
性能を維持するために、交換部品はトロの純正部
品をご使用ください。純正パーツは、トロが設
計・指定した、完成品に使用されているものと
全く同じ、信頼性の高い部品です。確かな安心
のために、トロの純正にこだわってください。

• ブレーキの状態を頻繁に点検してください。必
要に応じて調整や整備を確実に行ってください。

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧
レベルが 93dBA であることが確認されています；
ただしこの数値には不確定値（K）1dBA が含まれ
ています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 105dBA であることが
確認されています； ただしこの数値には不確定値
（K）1dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.1 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.8 m/s2

不確定値（K） = 0.6 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.74 m/s2

不確定値（K） = 0.37 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 333

このページをコピーしてお使いください。

1. この機械を安全に使用できる斜度の上限は 202020 度度度ででですすす。 スロープチャートで斜度を確認して作業を行うようにしてください。傾傾傾斜斜斜ががが202020度度度
以以以上上上ののの斜斜斜面面面ででで使使使用用用しししななないいいこここととと 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線（立ち木、建物、フェンスなど）に合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレードボルト/ナットは115～149 N.m （11.8～15.2
kg.m）にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペ
レーターズマニュアルを読むこと。

106-5517106-5517106-5517

1. 警告：表面が熱いので触れないこと。

110-2067110-2067110-2067

110-2068110-2068110-2068

1. 参照：オペレーターズマニュアル。

115-4186115-4186115-4186

1. インターバル

2. PTO

3. 駐車ブレーキ

4. ニュートラル

5. オペレータプレゼンス･スイッチ

6. バッテリー

115-4212115-4212115-4212

1. 油圧オイルのレベル 3. 警告：高温部に触れないこ
と。

2. 参照：オペレーターズマニュ
アル。

116-3267116-3267116-3267
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116-3290116-3290116-3290

119-0217119-0217119-0217

1. 警告： エンジンを止めること；可動部に近づかないこと； 全部
のガード類を正しく取り付けておくこと。

119-7247119-7247119-7247

1. 刈高： 高 3. 刈高： 低

2. 刈高： 中

11
9-

86
63

>10°

>20°

119-8663119-8663119-8663

1. 転倒の危険： 10度を超える斜面では上下方向に刈らないこ
と。20度以上の斜面では横切り方向にも刈らないこと。

120-6412120-6412120-6412

1. ベルトの張りの調整：さらに詳しい情報については オペレー
ターズマニュアル を読むこと。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであることを
示す。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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117-3626117-3626117-3626

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 警告：講習を受けてから運転すること。 6. 警告：機械の整備を行うときは必ず駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、点火プラグコードを外すこと。

3. 異物が飛び出す危険：デフレクタを取り付けること。 7. 警告：車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止させること。

4. 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

8. スリップなどの危険： 段差の近く、水の近くで運転しないこと；
段差などから十分離れて作業すること。

119-7285119-7285119-7285

1. 整備作業前にオペレーターズマニュア
ルを読むこと。

3. 50 運転時間ごとに潤滑する。 5. 50運転時間ごとに油圧オイルを点検す
る。

2. 50運転時間ごとにタイヤ空気圧を点検
する｡

4. 500運転時間ごとにキャスタホイールの
グリスアップを行う。

6. 8運転時間ごとにエンジンオイルを点検
する。

119-8727119-8727119-8727

1. 走行コントロール 3. 低速 5. 後退 7. オペレータプレゼンス･スイッ
チ

2. 高速 4. ニュートラル 6. PTO： 切
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120-6464120-6464120-6464

1. 駐車ブレーキ： 入 3. PTO： 入 5. エンジン速度 7. 無段階調整

2. 駐車ブレーキ： 切 4. PTO： 切 6. 高速 8. 低速
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製製製品品品ののの概概概要要要

G017850

図図図 444

1. 側方排出シュート 6. コントロールレバー

2. バッテリー 7. プラットホーム（下げた位
置）

3. エンジン 8. 油圧タンク

4. 燃料タンク 9. デッキ

5. 各部の名称とはたらき 10. 前キャスタホイール

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各
部分（図 5）の操作方法をよく知っておいてくだ
さい。

g015230

3 4
5 6 7

8

9

10
11

12
13

図図図 555

1. 駐車ブレーキレバー 8. 刈高ピン

2. チョーク 9. プラットホーム固定ラッチ

3. アワーメータ 10. スロットルコントロール

4. 始動スイッチ 11. 右側走行コントロールレ
バー

5. 燃料計 12. ブレードコントロールスイッ
チ（PTO）

6. 刈高レバー 13. 左側走行コントロールレ
バー

7. 燃料キャップ

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

エンジンの積算運転時間を表示します。エンジンが
作動中に作動します。表示時間を目安にして定期整
備の計画を立ててください（図 6）。

燃燃燃料料料計計計

燃料計はタンクの上、中央部にあります (図 5)。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッッククク表表表示示示灯灯灯

アワーメータに黒色三角形が表示されていれば、そ
のインタロックは正しい位置にセットされていま
す（図 6）。
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バババッッッテテテリリリーーー表表表示示示灯灯灯

始動キーを数秒間 OnOnOn 位置にすると、バッテリーの
電圧が表示されます。表示は、アワーメータの数
値表示部を使って行なわれます。

始動キーを ON にしたとき、チャージが適正位置
よりも低いとバッテリーランプが点灯します（図
6）。

図図図 666

1. 安全インタロックのアイコン 3. アワーメータ

2. バッテリーランプ

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの間で調
整することができます。

チチチョョョーーーククク

冷えているエンジンを始動する時に使用します。

ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））

ブレードコントロールスイッチ（PTO）は、芝刈り
機のブレードを回転させる電気クラッチのスイッチ
で、右コントロールレバーをセンター（ロック解
除）位置にセットした状態で使用します。スイッチ
を上に引くとクラッチが入ります。ブレードの回
転を止めるには、ブレードコントロールスイッチ
（PTO）を押し下げるか、右コントロールレバーから
手を離してニュートラル（ロック）位置にします。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチはエンジンの始動を行うスイッチで、
３つの位置があります：OFF,OFF,OFF, RUNRUNRUN と STARTSTARTSTART の3
位置です。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー

動作コントロールレバーは、マシンの前進、後退、
左右への旋回を制御します。

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

保管時や運送時には燃料バルブ（オペレータ用クッ
ションの下、燃料タンクの右側にあります）を閉じ
てください。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

幅（デフレクタを下げた状態） 161.3cm

長さ（プラットホームを下げた状
態）

188cm

長さ（プラットホームを上げた状
態）

147.3cm

高さ 121.9cm

重量 399.6kg
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オク

タン価87以上の、きれいで新しい（購入後30日
以内）無鉛ガソリンを使ってください（オクタ
ン価評価法は(R+M)/2 を採用）。

• エエエタタタノノノーーールルル： エタノールを添加（10% まで）
したガソリン、MTBE（メチル第3ブチルエーテ
ル）添加ガソリン（15% まで）を使用すること
が可能です。エタノールとMTBEとは別々の物質
です。エタノール添加ガソリン（15% 添加=E15）
は使用できません。エエエタタタノノノーーールルル含含含有有有率率率ががが 10%10%10% ををを
超超超えええるるるガガガソソソリリリンンンははは絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししてててはははなななりりりままませせせ
んんん：たとえば E15（含有率 15%）、E20（含有率
20%）、E85（含有率 85%がこれにあたります。
これらの燃料を使用した場合には性能が十分に
発揮されず、エンジンに損傷が発生する恐れが
あり、仮にそのようなトラブルが発生しても製
品保証の対象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 冬越しさせる場合には必ずス
タビライザ（品質安定剤）を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら 6-13mm6-13mm6-13mm 程程程度度度下下下ままま
でででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは
膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

警警警告告告

ガガガソソソリリリンンンののの誤誤誤飲飲飲ははは非非非常常常ににに危危危険険険ででで、、、生生生命命命ににに関関関わわわ
るるる。。。まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに
重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナのののビビビンンン
ののの口口口なななどどどににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• まままたたた、、、皮皮皮膚膚膚にににつつついいいたたた場場場合合合にににははは、、、石石石鹸鹸鹸ととと水水水ででで
十十十分分分ににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー///コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー

添加剤としてスタビライザー/コンディショナーを
使用してください。この添加剤には以下のような
働きがあります。

• 保管中のガソリンの劣化を防止する。ただし90
日間。以上の保管を行う場合はガソリンタンク
を空にしておくほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エンジン
の始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤ははは
絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のスタビライザー/コンディショナーをガソ
リンに添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナーはガ
ソリンが新しいうちに添加するのが一番効果的
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です。燃料系にワニス状の付着物が発生するの
を防ぐため、燃料スタビライザーは必ず使用し
てください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

注注注 燃料タンク一杯に入れないこと。燃料タンクの
首の根元まで燃料を入れる。これは、温度が上昇
して燃料は膨張したときにあふれないように空間
を確保するためである。

1. 平らな場所に停車してください。

2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭く。

4. 燃料タンクの首の根元まで燃料を入れる。温
度が上昇して燃料は膨張したときにあふれな
いように、必ず上部に空間を確保すること
（図 7）。

2

4

3

G012565

1

5

図図図 777

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を
点検してください；手順は エンジンオイルの量を
点検する (ページ 33)を参照してください。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
新しいエンジンが本来の出力を発揮できるように
なるまでには多少の時間が掛かります。刈り込み
デッキや駆動系統も、機械が新しいうちは摩擦抵抗
などが大きいため、エンジンにはやや大きな負担
がかかります。これを考慮して、新しい機械につ
いては、使用開始後40～50 時間を慣らし運転期間
としてください。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注意やス
テッカーの表示内容を良く読んでください。この機
械についてよく知っておくことがあなた自身や周囲
の人を事故から守ることにつながります。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されることをお
勧めします。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
85dBA85dBA85dBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに
障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されることをお
勧めします。

G009027

1 2

図図図 888

1. 保護めがねを着用すること 2. 聴覚保護具を着用すること
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駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの操操操作作作
停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車ブ
レーキを掛けてください。運転前に毎回、駐車ブ
レーキが正しく作動することを確認してください。

駐車ブレーキの利きが十分でないときは、調整して
ください； ブレーキの整備 (ページ 43)を参照。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方

駐車ブレーキレバーを後ろへ引いてON位置にしま
す（図 9）。

図図図 999

1. 駐車ブレーキがかかった
状態

2. 駐車ブレーキが解除され
た状態

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方

ブレーキレバーを後ろに引いてスロットに戻して前
へ倒します。

ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ
（（（PTOPTOPTO）））ののの使使使いいい方方方
ブレードコントロールスイッチ（PTO）は、芝刈り
機のブレードの回転と停止を制御するスイッチで、
右コントロールレバーとともに使用します。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドド（（（PTOPTOPTO）））ををを回回回転転転さささ
せせせるるる

1. 刈り込みブレードを回転させるには、まず、
右コントロールレバーをセンター（ロック解
除）位置にセットします。

2. ブレードコントロールスイッチ（PTO）を引き
上げ、右コントロールレバーをセンター（ロッ
ク解除）位置に押し下げたまま、ブレードコ
ントロールスイッチから手を離します。

G008945

図図図 101010

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドド（（（PTOPTOPTO）））ををを解解解除除除すすするるる

刈り込みブレードの回転を止める方法は 2 つあ
ります。

• ブレードコントロールスイッチ（PTO）を押し下
げて OFF 位置にします。

• 両方の走行コントロールレバーをニュートラル
位置にセットし、右側走行コントロールレバー
をニュートラルロック位置にセットします。

G009174

図図図 111111
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スススロロロッッットトトルルルののの操操操作作作
スロットルコントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの間で調整
することができます（図 12）。

刈り込みデッキ（PTO）を使用する時は、いつでも
エンジンを高速（FAST）にセットしてください。

G008946

図図図 121212

チチチョョョーーークククののの操操操作作作
冷えているエンジンを始動する時に使用します。

1. エンジンが冷えている時はチョークを使用し
ます。

2. チョークのつまみき引き出すとチョークが
セットされる。その後にエンジンを始動する
(図 13)。

3. エンジンが始動したらチョークのつまみを押
し込んでチョークを解除する（図 13）。

G008959

1

2

図図図 131313

1. ON 位置 2. OFF 位置

始始始動動動スススイイイッッッチチチののの操操操作作作
1. 始動キーを Start 位置に回す（図 14）。エン

ジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内にににエエエ
ンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間待待待っっっ
ててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささ
いいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタモモモーーータタタををを
焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後に
は、一度の始動操作でエンジンが始動できな
い場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 141414

2. エンジンを停止させるには、キーを Stop 位
置に回す。
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燃燃燃料料料バババルルルブブブののの使使使いいい方方方
移送や保管をする場合は、燃料バルブを閉じてく
ださい（図 15）。

エンジンを始動するときには、忘れずに燃料バルブ
を開いてください。

g015365

G008948

1

2

図図図 151515

1. ON 位置 2. OFF 位置

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. 点火プラグに点火コードを接続する。

2. 燃料バルブを開く。

3. 右コントロールレバーをニュートラル（ロッ
ク位置）にセットする。

4. 駐車ブレーキを掛ける； 駐車ブレーキの掛け
方 (ページ 17)を参照。

5. ブレードコントロールスイッチ（PTO）をOffOffOff
位置にセットする。

6. スロットルレバーを FastFastFast と SlowSlowSlow の中間位置
にセットする。

注注注 エンジンが温まっている時はチョーク操作
は 不要 です。

図図図 161616

7. 始動キーを Start 位置に回す（図 17）。エン
ジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内にににエエエ
ンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間待待待っっっ
ててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささ
いいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタモモモーーータタタををを
焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後に
は、一度の始動操作でエンジンが始動できな
い場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 171717

1. OFF 位置 3. Start 位置

2. Run 位置

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。
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始動スイッチを OFF にする前に、低スロットルで
エンジンのアイドル運転を 60 秒間おこなう。

図図図 181818

重重重要要要 移移移送送送ややや保保保管管管をををすすするるる場場場合合合ははは、、、燃燃燃料料料もももれれれををを確確確実実実ににに
防防防止止止すすするるるたたためめめににに必必必ずずず燃燃燃料料料バババルルルブブブををを閉閉閉じじじるるるよよようううにににしししててて
てててくくくだだださささいいい。。。保保保管管管ををを行行行なななううう場場場合合合にににははは、、、安安安全全全のののたたためめめににに
点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを抜抜抜いいいててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムム

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないと刈り込み
ブレードは回転できないようになっています：

• 右コントロールレバーがセンター（ロック解
除）位置にセットされている。

• ブレードコントロールスイッチ（PTO）が引き上
げられてononon位置にある。

右コントロールレバーから手を離す、あるいは
ニュートラル（ロック）位置に動かすと、ブ
レードは回転を停止します。

アワーメータには、インタロックが正しい位置
にセットされているかどうかがマークで表示され
ます。正しい位置にある場合には、その安全装置
の表示場所に三角形のマークが表示されます。

図図図 191919

1. インタロック装置が正しい位置にセットされている場合には、
三角形が表示されます。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロックシステム
のテストをしてください。

注注注 安全装置が正しく動作しない場合には直ちに修理
が必要です。弊社代理店に連絡してください。

1. エンジンを始動する； エンジンの始動手順
(ページ 19)を参照。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 右コントロールレバーをセンター（ロック解
除）位置にセットする。

注注注 ブレードが回転しなければ正常です。

4. 走行コントロールレバーを前に倒す。

注注注 エンジンが停止すれば正常です。

5. エンジンを始動し駐車ブレーキを解除する。

6. 右コントロールレバーをセンター（ロック解
除）位置にセットする。

7. 右コントロールレバーをセンター位置（ロッ
ク解除位置）に押し下げたまま、ブレードコ
ントロールスイッチ（PTO）を引き上げてPTO
スイッチから手を離す。

注注注 クラッチが入ってブレードが回転すれば
正常です。

8. 右コントロールレバーから手を離すかニュー
トラル位置（ロック位置）に動かすかする。

注注注 ブレードが回転を停止し、エンジンは作動
を続ければ正常です。

9. ブレードコントロールスイッチ（PTO）を押し
下げ、右コントロールレバーをセンター（ロッ
ク解除）位置にセットする。
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10. 右コントロールレバーをセンター位置（ロッ
ク解除位置）に押し下げたまま、ブレードコ
ントロールスイッチ（PTO）を引き上げてPTO
スイッチから手を離す。

注注注 クラッチが入ってブレードが回転すれば
正常です。

11. ブレードコントロールスイッチ（PTO）を押し
下げて OFF 位置にします。

注注注 ブレードが回転を停止すれば正常です。

12. エンジンが作動している状態で、ブレードコ
ントロールスイッチ（PTO）を引き上げ、右コ
ントロールレバーをセンター（ロック解除）
位置に押し下げずに、ブレードコントロール
スイッチから手を離す。

注注注 ブレードが回転しなければ正常です。

警警警告告告

オオオペペペレレレーーータタタ用用用プププラララッッットトトホホホーーームムムははは重重重いいいのののででで、、、上上上げげげ
下下下げげげすすするるる時時時にににけけけがががをををしししななないいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意しししててて
取取取りりり扱扱扱うううこここととと。。。プププラララッッットトトホホホーーームムムははは、、、適適適切切切ににに支支支
持持持しししててておおおかかかななないいいとととラララッッッチチチピピピンンンををを抜抜抜いいいたたたととときききににに
突突突然然然落落落ちちちてててくくくるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

••• プププラララッッットトトホホホーーームムムののの上上上げげげ下下下げげげををを行行行ううう時時時ににに、、、指指指
ややや手手手ををを挟挟挟まままななないいいよよようううににに十十十分分分ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• ラララッッッチチチピピピンンンををを抜抜抜くくく前前前ににに、、、プププラララッッットトトホホホーーームムムががが
適適適切切切ににに支支支持持持ささされれれててていいいるるるのののををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

••• まままたたた、、、たたたたたたんんんででで上上上位位位置置置にににセセセッッットトトすすするるる時時時にににははは、、、
ラララッッッチチチｋｋｋががが確確確実実実にににかかかかかかっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認
すすするるるこここととと。。。ラララッッッチチチががが確確確実実実にににセセセッッットトトささされれれるるるよよよ
ううう、、、プププラララッッットトトホホホーーームムムをををクククッッッシシショョョンンンにににしししっっっかかか
りりりととと押押押ししし付付付けけけてててラララッッッチチチををを掛掛掛けけけるるるこここととと。。。

••• プププラララッッットトトフフフォォォーーームムムををを上上上昇昇昇さささせせせるるるととときききにににははは周周周
囲囲囲ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

プププラララッッットトトホホホーーームムムののの使使使いいい方方方
この機械は、プラットホームを上げた状態でも、
下げた状態でも使用することができます。どちら
の方法で運転するかはオペレータが好みで決めて
ください。

プププラララッッットトトホホホーーームムムををを上上上げげげたたた状状状態態態ででで運運運転転転すすするるる

以下のような場合には、プラットフォームを上げた
状態で運転することをお奨めします：

• 段差などがある場所の近くで運転

• 機械のほうが大きすぎると思われるほど狭い
場所での運転

• 低い枝などの障害物が上から下がっている場
所での作業

• 移送に際してトレーラなどへ積み込み

• 法面を登るとき

プラットホームを上位置にセットするには、プラッ
トホームの後部を持ち上げ、ラッチピンとノブで
ロックします。ラッチピンが掛かるように、クッ
ションにしっかりと押し付けてください。

プププラララッッットトトホホホーーームムムををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで運運運転転転すすするるる

以下のような場合には、プラットフォームを下げた
状態で運転することをお奨めします：

• 通常の刈り込み作業

• 法面を横断する

• 法面を下る

プラットフォームを下げるには、プラットフォーム
をクッションに押し付けるように前方に押してラッ
チピンに掛かっている圧力を解除し、ノブを引き出
してください。platform（図 20）。

図図図 202020

1. プラットホーム（上げた位
置）

3. ノブを引いてプラットホーム
を下げる。

2. プラットホーム（下げた位
置）

前前前進進進ととと後後後退退退
エンジンの速度（1分間の回転数）はスロットルコ
ントロールによって制御されています。スロットル
コントロールを高速位置にするとベストのパフォー
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マンスが得られます。刈り込み作業は、常にエンジ
ンを全開にして行います。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ははは急急急激激激ななな旋旋旋回回回をををすすするるるここことととがががででできききままますすす。。。
手手手荒荒荒ななな旋旋旋回回回操操操作作作をををすすするるるととと、、、機機機械械械をををコココンンントトトロロローーールルル
ででできききなななくくくなななっっっててて機機機械械械ややや周周周囲囲囲のののももものののににに損損損傷傷傷ををを与与与えええ
るるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととししし
てててくくくだだださささいいい。。。

前前前進進進走走走行行行
1. 駐車ブレーキを解除する； 駐車ブレーキの外

し方 (ページ 17)を参照。

2. 右コントロールレバーをセンター（ロック解
除）位置にセットする。
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図図図 212121

1. フロントバー 4. 右コントロールレバー

2. 左コントロールレバー 5. 右コントロールレバーの
ニュートラル（ロック）位置

3. リアバー

3. 前進するには、まず速度コントロールレバー
を希望の速度にセットする。

4. 走行コントロールレバーをゆっくりと前に倒
す（図 22）。

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行コント
ロールレバーを操作すると、エンジンが停止
します。

注注注 前進･後退とも、レバーを遠くへ押す（引
く）ほど走行速度が上がります。

注注注 停止するには、動作コントロールレバーを
すべてニュートラル位置にする。

図図図 222222

後後後退退退走走走行行行
1. 右コントロールレバーをセンター（ロック解

除）位置にセットする。

2. 走行コントロールレバーをゆっくりと後ろに
引く（図 23）。

図図図 232323

停停停止止止
停止させる時には、動作コントロールレバーを
ニュートラルにし、右コントロールレバーをニュー
トラル（ロック）位置にし、PTOを解除し、始動
キーを OFF に回す。

本機を離れるときには必ず駐車ブレーキを掛けて
ください； 駐車ブレーキの掛け方 (ページ 17)

22

 



を参照。また、忘れずに始動キーを抜き取ってく
ださい。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

回回回転転転イイインンンジジジケケケーーータタタののの使使使いいい方方方
ベルトカバー上部にスロットがついており、PTO を
解除した後にブレードが完全に停止したかどうか
を、ここから確認することができます。

運転位置を離れる前に、PTO を解除し、エンジンを
停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停止した
のを確認してください。
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図図図 242424

1. 回転インジケータ：ベルトカ
バー上部にあるスロット

2. 側方排出シュート

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
バイパスバルブを開くことにより、エンジンを掛
けずに機械を押して移動することができるように
なります。

重重重要要要 機機機体体体ををを動動動かかかすすすととときききははは必必必ずずず押押押しししてててくくくだだださささいいい。。。車車車
両両両でででののの牽牽牽引引引はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。油油油圧圧圧装装装置置置ををを破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラルロック位置にセットし、駐車
ブレーキを掛ける。

2. バイパスバルブを2個とも、左に1-2回転させて
開く。これにより油圧ポンプがバイパスされ、
車輪が自由に回るようになります（図 25）。

注注注 バイパスバルブを開くとき、バルブを2回転
以上回さないでください；バルブが外れて油
圧オイルが流れ出す恐れがあります。

図図図 252525

1. ポンプバイパスバルブ

3. 駐車ブレーキを解除する。

4. 希望する場所までマシンを押して移動する。

5. 駐車ブレーキを掛け、

6. バイパスバルブを閉じるが、このとき締め付
けすぎないこと。12-15 N.m（1.2-1.5 kg.m =
9-11 ft-lb）にトルク締めする。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブをををあああけけけたたたままままままでででエエエンンンジジジンンン
ををを掛掛掛けけけたたたりりり運運運転転転しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。シシシ
ススステテテムムムががが破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやト
ラックを使用してください。トレーラやトラックに
は、法令で定められたブレーキ、灯火類やマーク
を必ず取り付けてください。安全に関する注意事
項はすべてよく読んでください。

移送に際しての準備：

1. トレーラやトラックに乗り入れる場合には、プ
ラットホームを上位置にセットしてください。

2. トレーラを使用する場合には、トレーラを牽
引車両に接続した後、安全チェーンを掛けて
ください。

3. ブレーキを使用する場合には、ブレーキの接
続を行なってください。

4. トレーラまたはトラックにマシンを乗り入れ
る。

5. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車ブ
レーキを掛け、燃料バルブを閉じる。

6. マシンにはロープ固定用のアイがついている
ので、チェーンやロープなどを使ってトラッ
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クやトレーラに機体をしっかりと固定する
（図 26）

G015235

図図図 262626

1. トラクションユニット固定ループ

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
トラックやトレーラに積み込む場合には十分に注意
して作業を行ってください。マシンの左右それぞれ
に細い歩み板を使用するのでなく、後タイヤの両
外側よりも広い板を使用することをお奨めします
（図 27）。プラットフォームを降ろしてロックす
ると、後ろ2輪の間から突き出た状態となって、機
械が後ろに倒れないように支えとなります。幅の広
い一枚ものの歩み板を使用すると、万一の時、この
フレーム部分で機体の転落を防止することができ
ます。幅の広い一枚ものの歩み板を使用すると、
フレーム部分を上げたときには機械の後ろについ
て歩くことができます。プラットフォームを下げ
た状態で積み込むのがよいか、上げた状態で積み
込むのがよいかはケースバイケースで判断してく
ださい。広い歩み板を使うことができない場合に
は、できるだけ車幅全体をカバーできるように板の
数と置き方を工夫してください。

また、歩み板は、傾斜が20度以下となるような十分
に長いものを使ってください（図 27）。傾斜がき
ついと、歩み板からトレーラやトラックに乗り移る
際に機体の一部が引っかかる恐れがあります。ま
た、後ろに転倒する危険性も高くなります。I斜面
で積み込みを行う場合には、トレーラやトラック
が谷側になるように、つまり、歩み板がなるべく
水平に近くなるように配置してください。これに
より歩み板の角度を小さくすることができます。
トレーラやトラックは、できるだけ荷床面が水平
になるように駐車してください。

重重重要要要 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい；；；転転転落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板をバック
で下る際には急減速をさけてください。どちらの操
作も後ろに転倒する危険が高くなります。

警警警告告告

トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろへへへ
ののの転転転倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ死死死亡亡亡
事事事故故故やややそそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払ううう
こここととと。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ははは幅幅幅ののの広広広いいいももものののををを使使使用用用すすするるるこここととと；；；マママ
シシシンンンののの左左左右右右そそそれれれぞぞぞれれれににに細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用ししし
ななないいいこここととと。。。

••• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、
数数数枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜
面面面ををを作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ととと路路路面面面とととののの角角角度度度、、、おおおよよよびびび歩歩歩みみみ板板板とととトトト
レレレーーーラララやややトトトラララッッックククののの荷荷荷台台台ののの床床床面面面とととののの角角角度度度ががが、、、
いいいずずずれれれももも202020度度度ををを超超超えええななないいいよよようううにににすすするるるこここととと。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああ
るるるのののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすす
るるる危危危険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

図図図 272727

1. トレーラ 3. 20度を超えないこと

2. 幅広の歩み板 4. 幅広の歩み板（側面図）

刈刈刈りりりかかかすすすををを横横横ににに排排排出出出すすするるる場場場合合合まままたたた
はははマママルルルチチチンンングググすすするるる場場場合合合
カッティングデッキ（モア）には、刈りかすを横下
方向へ向けるデフレクタが取り付けられています。
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危危危険険険

デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセンンン
ブブブリリリををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人がががブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたた
ももものののががが人人人ににに当当当たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極めめめててて危危危険険険
ででであああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、跳跳跳ねねね飛飛飛
ばばばささされれれたたた物物物ににに当当当たたたるるるととと、、、けけけがががをををすすするるるばばばかかかりりりでででななな
くくく場場場合合合ににによよよっっってててははは死死死亡亡亡すすするるる。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは刈刈刈かかかすすすなななどどどののの排排排出出出方方方向向向をををタタターーー
フフフににに向向向けけけるるるたたためめめののの部部部品品品ででですすすかかかららら、、、機機機械械械かかかららら取取取
りりり外外外しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。デデデフフフレレレクククタタタががが
破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

••• カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを
差差差ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

••• 排排排出出出部部部やややブブブレレレーーードドド部部部ににに手手手ををを入入入れれれるるる場場場合合合にににははは、、、
必必必ずずず、、、コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーををを解解解除除除ししし、、、PTOPTOPTOををを
OFFOFFOFFにににしししててておおおくくくこここととと。。。キキキーーーををを OFFOFFOFF 位位位置置置ににに回回回
すすす。。。さささらららににに、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててて、、、点点点火火火プププラララ
グググのののコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は 25-127mm、調整間隔は 6mm 刻
みです。

1. 刈高切り替えレバーを移動走行にセットする
（一番上まで上げる）。

2. 刈高ブラケットについている穴から、希望す
る刈高に対応する穴を見つけ、その穴にピン
を通す（図 28）。

3. 刈高レバーをピンまで下げる（図 28）。

図図図 282828

1. 刈高設定穴 3. 刈高レバー

2. 刈高ピン

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルををを調調調整整整すすするるる
刈り込みのコンディションの合わせて、カッティン
グデッキの排出フローを調整することができます。

刈りあがりが最も良くなる位置に、カムロックと
バッフルをセットしてください。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. バッフルを調整する場合には、ナットをゆる
める（図 29）。

4. 希望の排出フローになるように、スロットの
中でバッフルとナット位置を調整して、ナッ
トを締め付ける。

g012676

1   2

図図図 292929

1. スロット 2. ナット

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルののの位位位置置置調調調整整整ををを行行行ううう
以下に挙げる図は、いずれも、参考です。草種や
湿度、ターフの草丈などにより設定を変えてくだ
さい。

注注注 走行速度が変わらないのにモアの回転速度が落ち
てくる場合にはバッフルを開いてください。

AAA ののの位位位置置置

一番後ろにセットした状態です（図 30を参照）。
この位置への設定は、以下のような条件のときにお
奨めします：

• 草丈が低く、軽い刈り込みのとき

• 芝生が乾いているとき

• 小さなクリップで刈り込むとき

• 刈りかすを遠くへ飛ばしたい刈り込み。

25

 



G012677

図図図 303030

BBB 位位位置置置

集草を行うのに適した設定です（図 31）。

G012678

図図図 313131

CCC 位位位置置置

これは全開位置です（図 32）。この位置への設定
は、以下のような条件のときにお奨めします：

• 草丈が高く、重い刈り込みのとき

• 芝生がぬれているとき

• エンジンのパワー消費を下げたい場合

• 重い芝刈り作業を、走行速度を上げて行いたい時

G012679

図図図 323232

ウウウェェェイイイトトトののの使使使用用用
• 機械の取り回し、バランス、性能向上などのた

めにウェイトを搭載しています。刈り込みの条
件に合わせて、またオペレータの操作感覚に合
わせてウェイトを追加したり減らしたりする
ことができます。

• ウェイトの増減は、操作状態を確認しながら 1
個ずつ行うことをお奨めします。

注注注 ウェイトキットは、弊社正規サービス代理店にて
お求めください。

警警警告告告

ウウウェェェイイイトトトををを大大大きききくくく変変変更更更すすするるるととと機機機械械械ののの動動動きききややや操操操作作作
感感感覚覚覚ががが大大大きききくくく変変変わわわるるるここことととがががああありりりままますすすかかからららごごご注注注意意意
くくくだだださささいいい。。。そそそのののたたためめめにににオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人ががが
重重重大大大ななな事事事故故故ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるる危危危険険険もももあああるるる。。。

ウウウェェェイイイトトトののの重重重量量量変変変更更更はははすすすこここしししずずずつつつ行行行うううこここととと。。。

ウウウェェェイイイトトトををを変変変えええるるるごごごとととににに試試試運運運転転転をををしししててて、、、マママシシシ
ンンンががが安安安全全全ににに操操操作作作ででできききるるるかかかどどどうううかかか十十十分分分ににに検検検討討討すすす
るるるこここととと。。。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間
• エンジンオイルを交換する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 安全インタロックシステムの動作を確認する
• エンジンオイルの量を点検する。
• 吸気スクリーンを清掃する。
• ブレーキを点検する。
• ブレードを点検する。
• 芝刈りデッキを洗浄する。

25運転時間ごと • エアクリーナのスポンジエレメントを洗浄する。

50運転時間ごと

• 昇降リンクのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合にはより頻繁に）。
• 刈り込みデッキのスピンドルのグリスアップを行う（ほこりのひどい場所で使用する場
合はより頻繁に）。

• ペーパーエレメントを点検する。
• スパークアレスタ（が装着されている場合）を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。

100運転時間ごと

• エンジンオイルを交換する （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を短くする）
• 点火プラグを点検・清掃・調整してください。
• バッテリーを点検する。
• 電気クラッチの点検を行う。
• エンジンの冷却フィンとシュラウドの清掃を行ってください。
• 刈り込みデッキベルトを交換する。
• ポンプ駆動ベルトを点検する。
• 油圧ホースを点検する。

200運転時間ごと
• ペーパーエレメントを交換する。
• エンジンオイルフィルタの交換を行う。

250運転時間ごと • Mobil® 1 オイルを使用する場合には、油圧オイルとともにフィルタを交換してください。

500運転時間ごと
• キャスタピボットベアリングの調整を行う。
• Toro® HYPR-OIL™ 500 オイルを使用する場合には、油圧オイルとともにフィルタを
交換してください。

800運転時間ごと • 燃料フィルタを清掃する。

長期保管前
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• 上記整備項目を全て行う。

1年ごと
• 前キャスタのピボットのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合にはより
頻繁に）。

• キャスタホイールのハブを潤滑する。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、点点点火火火プププラララグググかかからららコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火
コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

マママシシシンンンののの前前前部部部ををを浮浮浮かかかせせせるるる
マシンの底部の整備ができるようにマシン前部を浮
かせて後部で支えることができます。

1. プラットフォームを上げる； プラットホーム
の使い方 (ページ 21)を参照。

2. バッテリーを取り出す。

図図図 333333

1. 蝶ナット 4. プラス（＋）ケーブル

2. バッテリーカバー 5. バッテリー

3. マイナス（-）ケーブル

3. 燃料タンクからの水抜きを行う； 燃料タンク
の内部清掃 (ページ 36)を参照。

4. 油圧オイルタンクのキャップを外し、口にビ
ニルなどを被せてからキャップをもう一度取
り付ける。

注注注 これにより、油圧タンク内部が密閉され、
オイル漏れを防止することができる。

図図図 343434

1. キャップ 3. 油圧タンク

2. ビニル片など

5. 二人がかりで機械の前部を持ち上げ、プラッ
トホームを上位置にした状態で駆動輪で機体
を支えらた状態にセットする。

6. 必要な整備作業を行う。

7. 二人がかりで機械の前部を持ち上げ、注意深
く床面に降ろす。

8. 燃料タンクの口に取り付けたビニル片を取り
除く。

9. バッテリーを機体に取り付ける。
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図図図 353535

1. バッテリーを取り外す。 2. 機体の前部

クククッッッシシショョョンンンををを外外外しししててて後後後部部部へへへアアアクククセセセススス
ででできききるるるよよようううにににすすするるる
整備や調整作業を行うためにアクセスが必要な場合
には、クッションを取り外すことができます。

1. プラットホームを下げる。

2. クッションの両側についているヘアピンコッ
ターピンを取り外す。

3. 大きいワッシャを、プラスチック製のブッシュ
と共に中に入れる。

4. クッションを外してプラットホームに降ろす。

5. 必要な整備作業や調整作業を行う。

6. クッションを機体両側のピンに取り付ける
（図 36）。

7. 大きいワッシャを、プラスチック製のブッシュ
と共にクッションブラケットの中に入れ、ヘ
アピンコッターで固定する（図 36）。

図図図 363636

1. 大きいワッシャとプラスチッ
ク製ブッシュ

3. ヘアピンコッター

2. キー穴付きのクッションブ
ラケット
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潤潤潤滑滑滑
グリスアップには、No.2リチウム系汎用グリスまた
はモリブデン系のグリスを使用してください。

機機機体体体のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—昇降リンクのグリス

アップを行なう（悪条件下で使用
している場合にはより頻繁に）。

50運転時間ごと—刈り込みデッキのスピンドル
のグリスアップを行う（ほこりのひどい場所
で使用する場合はより頻繁に）。

以下に潤滑ポイントの図を示します。

G019356

図図図 373737

G015236

図図図 383838

g015589

図図図 393939

前前前キキキャャャスススタタタのののピピピボボボッッットトトのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

1年に1回、前キャスタのピボットのグリスアップを
行なってください。

1. ダストキャップを外してキャスタピボットを
調整する； キャスタピボットベアリングの調
整 (ページ 41)を参照。

注注注 グリスアップが終了するまで、ダスト
キャップは外しておく。

2. 六角プラグを外す。

3. 穴にグリスフィッティングを取り付ける。

4. フィッティングからグリスを注入する；ベア
リング上部からグリスがはみ出てくるまで入
れる。

5. グリスフィッティングを穴から取り外す。六
角プラグとキャップを取り付ける。
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キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルのののハハハブブブののの潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

1. エンジンを停止し、可動部すべての動作が停
止するのを待ち、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

図図図 404040

1. シールガード 2. スペーサナットとレンチ対
応面

2. キャスタフォークからキャスタホイールを外
す。

3. ホイールのハブからシールガードを外す。

4. キャスタホイールのアクスル・アセンブリに
ついているスペーサナットの1つを外す。

注注注 スペーサをアクスルに固定するためにロッ
キングコンパウンドを使用しています。ホ
イール・アセンブリからアクスルを取り外し
てください（もう一個のスペーサナットは、
まだついたままで）。

5. シールを剥がし、ベアリングの磨耗状態を点
検し、必要に応じてベアリングを交換する。

6. ベアリングに汎用グリスを詰める。

7. ホイールにベアリング（1個）とシール（1
枚）を入れる。

注注注 シールは必ず新しいものに交換してくだ
さい。

8. アクスルアセンブリのスペーサを両方とも外
した（壊れていてゆるんでいる）場合、1つの
スペーサにロッキングコンパウンドを塗り、
レンチを当てる面が外側を向くようにしてア
クスルに取り付ける。

注注注 スペーサナットは、アクスルの一番奥まで
締め込まないこと。スペーサナットの外面か
ら、ナット内部に見えるアクスルの端部まで
の距離が3mm程度残るように取り付けること。

9. 組み付けの終わったナットとアクスルをホ
イールに取り付け、新しいシールとベアリン
グが側面に見えるようにする。

10. ホイールの開口端が上を向いた状態で、ホ
イールの内側（アクスルとのすきま）に汎用
グリスを詰める。

11. ホイールに2つ目のベアリングと新しいシール
を取り付ける。

12. もう1つのスペーサナットにもロッキングコン
パウンドを塗り、レンチを当てる面が外側を
向くようにしてアクスルに取り付ける。

13. ナットを 8-9 N.m (0.8-0.9 kg.m = 75-80
in-lb）にトルク締めし、一度ゆるめてから、
今度は 2-3 N.m (0.23-0.29 kg.m = 20-25
in-lb）にトルク締めする。

注注注 アクスルがどちらのナットからもはみ出な
いようにすること。

14. ホイールハブの上からシールガードを取り付
け、キャスタフォークにホイールを入れる。

15. キャスタボルトを通し、ナットを完全に締め
付ける。

重重重要要要 シシシーーールルルやややベベベアアアリリリンンングググををを破破破損損損さささせせせななないいいたたためめめににに、、、
時時時々々々、、、キキキャャャスススタタタタタタイイイヤヤヤををを手手手ででで回回回転転転さささせせせてててベベベアアアリリリンンングググ
ををを点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤががが自自自由由由ににに回回回らららななないいいこここ
ととと（（（111～～～222回回回転転転ででで止止止まままるるるのののががが適適適正正正）））、、、まままたたた、、、横横横方方方向向向
のののガガガタタタがががななないいいここことととががが必必必要要要ででですすす。。。ホホホイイイーーールルルががが自自自由由由ににに
回回回転転転すすするるる場場場合合合にににははは、、、わわわずずずかかかななな抵抵抵抗抗抗ががが出出出るるるよよようううにににススス
ペペペーーーサササのののトトトルルルクククををを調調調整整整ししし、、、ねねねじじじ山山山にににロロロッッッキキキンンングググコココンンン
パパパウウウンンンドドドををを塗塗塗布布布しししてててくくくだだださささいいい。。。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備

定定定期期期整整整備備備間間間隔隔隔///仕仕仕様様様

スポンジおよびペーパーエレメントを点検し､破損
しちたり汚れがひどければ交換します｡

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合はより頻繁
に（数時間ごとに）エアクリーナの手入れを行っ
てください。

重重重要要要 スススポポポンンンジジジ製製製やややペペペーーーパパパーーー製製製のののエエエレレレメメメンンントトトをををオオオイイイ
ルルルでででぬぬぬらららさささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの
取取取りりり外外外ししし

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. エアクリーナを外したときエンジン内部に異
物が入らないよう、周辺をきれいに拭く(図
41)。

4. エアクリーナのカバーのノブのねじをゆるめ
てカバーを外す(図 41)。

5. エアクリーナのホースクランプをゆるめてエ
アクリーナアセンブリを外す(図 41)。

6. ペーパーエレメントからスポンジエレメント
を注意深く取り外す(図 41)。

図図図 414141

1. カバー 3. ペーパーエレメント

2. ホースクランプ 4. スポンジ

エエエアアアクククリリリーーーナナナのののスススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔::: 25運転時間ごと

1. スポンジを温水と液体洗剤で洗う。汚れが落
ちたら十分にすすぐ。

2. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさんで
水分を取る。

重重重要要要 スススポポポンンンジジジががが破破破れれれたたたりりり薄薄薄くくくなななっっっててていいいるるる場場場合合合
にににははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエアアアクククリリリーーーナナナのののペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—ペーパーエレメント
を点検する。

200運転時間ごと—ペーパーエレメントを交
換する。

1. 破れや油汚れ、ゴムシールの傷がないか点検
する。

2. エレメントが破損している場合には交換する
（図 41）。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの
取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必ずずず
ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトとととスススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの両両両方方方
ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. ペーパーエレメントにスポンジエレメントを
注意深く取り付ける(図 41)。

2. エアクリーナのベースまたはホースにエアク
リーナアセンブリを取り付けて固定する（図
41）。

3. エアクリーナのカバーを取り付け、ノブを締
め付けて固定する(図 41)。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日—エンジンオイ

ルの量を点検する。

使用開始後最初の 8 時間—エンジンオイル
を交換する。

100運転時間ごと—エンジンオイルを交換す
る （ほこりの多い環境で使用するときは整
備間隔を短くする）

200運転時間ごと—エンジンオイルフィルタ
の交換を行う。

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より頻繁
なオイル交換が必要です。

注注注 モデルによって使用しているエンジンが異なり、
エンジンによってオイルの容量が異なりますので注
意してください。オイルの量を間違わないように注
意してください。
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重重重要要要 まままずずず全全全量量量ののの 80%80%80% 程程程度度度のののオオオイイイルルルををを入入入れれれ、、、残残残りりり
ははは、、、デデディィィッッップププススステテティィィッッックククででで量量量ををを確確確認認認しししななながががらららゆゆゆっっっくくく
りりりととと入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ： 洗浄性オイル（API 規格 SF, SG,
SH, SJまたは それ以上）

クククララランンンクククケケケーーースススののの容容容量量量：：： 1.7 リットル（フィルタ
を含まず； 1.5 リットル（フィルタを含む）

粘粘粘度度度：：： 下の表を参照のこと:

図図図 424242

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

注注注 エンジンが冷えている状態で点検してください。

警警警告告告

高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服なななどどどをををマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部ににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷
めめめままますすす。。。まままたたた、、、オオオイイイルルル量量量ががが下下下限限限マママーーークククよよよりりり少少少ななないいい
状状状態態態でででエエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンン
ジジジンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる（図 43）。
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図図図 434343
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分してください。

1. オイルが完全に抜けるように、排出口側がや
や低くなるように駐車する。

2. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

4. エンジンオイルを交換する（図 44）。

図図図 444444

5. 所定量の 80% 程度のオイルをゆっくり入れ、
そこから、残りの量を注意深く足してFULLFULLFULL
マークまで入れる（図 45）。
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図図図 454545

6. エンジンを始動し、平らな場所へ移動する。

7. エンジンオイルの量を点検する。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、エンジ
ンオイルのフィルタをより頻繁に交換することが
必要になります。

1. エンジンからオイルを抜く； エンジンオイル
の交換 (ページ 34)を参照。

2. こぼれたオイルを受けられるようにオイルフィ
ルタの下にウェスを置いてください。

重重重要要要 こここぼぼぼれれれたたたオオオイイイルルルはははエエエンンンジジジンンンののの下下下かかかららら排排排出出出
ささされれれてててクククラララッッッチチチののの上上上ににに落落落ちちちてててくくくるるる場場場合合合がががああありりり
ままますすす。。。クククラララッッッチチチにににオオオイイイルルルをををこここぼぼぼすすすとととクククラララッッッチチチ
ががが正正正常常常ににに機機機能能能しししなななくくくなななりりり、、、クククラララッッッチチチををを OFFOFFOFF ににに
しししたたたととときききににに、、、ブブブレレレーーードドドがががすすすぐぐぐににに停停停止止止せせせずずず、、、ままま
たたた、、、クククラララッッッチチチををを ONONON にににしししたたたととときききににに、、、クククラララッッッチチチ
がががスススリリリッッップププしししてててしししまままいいいままますすす。。。こここぼぼぼれれれたたたオオオイイイルルル
はははすすすべべべてててふふふききき取取取っっってててくくくだだださささいいい。。。

3. エンジンオイルフィルタの交換を行う（図
46）。
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図図図 464646

注注注 フィルタのガスケットがエンジンに当た
るまで締め付け、そこからさらに3/4 回転締
め付ける。

4. 適切な種類の新しいオイルをエンジンに入れ
る； エンジンオイルの交換 (ページ 34)を
参照。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

取り付ける時には電極間のエアギャップを正しく調
整しておいてください。

取り付け、取り外しには必ず専用のレンチを使い、
エアギャップの点検調整にはすきまゲージやギャッ
プ調整工具などを使ってください。必要に応じて新
しい点火プラグと交換してください。

どどどのののエエエンンンジジジンンンにににつつついいいてててももも：：： NGK® BPR4ES または同
等品

エエエアアアギギギャャャッッップププ：：：0.75mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 図 47 のように、点火プラグを取り外す。

図図図 474747

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒いいい汚汚汚
れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれればばば新新新しししいいいももも
のののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

絶縁体部がうす茶色や灰色なら適正、碍子が黒く
なっているのは不完全燃焼である（エアクリーナの
汚れが原因であることが多い）。

すきまを 0.75mm に調整する。

G008794

1 2

図図図 484848
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点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

プラグを（22 N.m = 2.2 kg.m）にトルク締めする。

図図図 494949

スススパパパーーークククアアアレレレスススタタタ（（（ががが装装装着着着ささされれれててて
いいいるるる場場場合合合）））ををを点点点検検検すすするるる。。。
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

警警警告告告

排排排気気気系系系統統統ががが高高高温温温ででであああるるる間間間はははエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささ
せせせたたた後後後でででもももガガガソソソリリリンンンののの蒸蒸蒸気気気ををを発発発火火火さささせせせるるる可可可能能能
性性性がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンかかかららら排排排出出出ささされれれたたた高高高温温温のののチチチ
リリリががが周周周囲囲囲のののももものののををを引引引火火火さささせせせるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。
こここのののよよようううなななここことととががが起起起こここるるるととと火火火災災災ややや人人人身身身事事事故故故ににに
なななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

燃燃燃料料料ののの補補補給給給やややエエエンンンジジジンンンののの運運運転転転はははスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタををを取取取りりり付付付けけけててて行行行うううこここととと。。。

1. エンジンを停止し、可動部すべての動作が停
止するのを待ち、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

2. マフラーが冷えるまで待つ。

3. スクリーンや溶接部に破損を発見した場合に
はアレスタを交換する。

4. スクリーンが目詰まりを起こしている場合に
は、アレスタを取り外してスクリーンについ
ているススを払いおとし、ワイヤブラシでス
クリーンを清掃（必要に応じて溶剤を使用）
する。

5. 排気口にアレスタを元通りに取り付ける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
注注注 燃料タンクから燃料を抜き取る場合には、サイホ
ン式のポンプを使用してください。他に推奨でき
る方法はありません。サイホン式のポンプは市販
のものを使用してかまいません。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソ
リリリンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 燃料タンクにごみが入るのを防止するために、
キャップ（図 51）の周囲をきれいに拭く。

4. キャップを外す。

5. 燃料タンクにサイホンポンプを差し入れる。

6. サイホンポンプを使って燃料タンクからガソ
リンを抜き出す（図 50）。

7. こぼれた燃料はふき取る。

図図図 505050

1. 燃料キャップ
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燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと/1年ごと （いずれか早
く到達した方）

汚れているフィルタを再取り付けしないでくださ
い。

注注注 こぼれた燃料はふき取る。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 燃料バルブを閉じる（オペレータ用クッショ
ンの後ろにある）。

4. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄せ
る(図 51)。

図図図 515151

1. ホースクランプ 3. フィルタ

2. 燃料ライン

5. ホースからフィルタを抜き取る。

6. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラン
プで固定する。

7. 燃料バルブを開く。

8. 燃料もれを起こしていないか点検し、必要に
応じて修正する。

9. こぼれた燃料はふき取る。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。バッテリーやバッテリーボック
スの清掃にはペーパータオルが便利です。端子部に
腐食が発生した場合には、重曹水（水４：重曹１）
で清掃する。清掃後は、腐食防止のためにバッテ
リー端子にワセリンなどを塗布してください。

電圧：12 V

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険

電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここ
ととと。。。

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。 そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。
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警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. マイナスケーブルのゴムカバー（黒）を外す。

4. バッテリーのマイナス（－）端子からマイナ
スバッテリーケーブルを外す（図 52）。

図図図 525252

1. 蝶ナット 4. プラスケーブル

2. バッテリーカバー 5. バッテリー

3. マイナスケーブル

5. プラス端子（赤）についている赤いゴムカ
バーを取り外す。

6. 赤いプラス（+）ケーブルを取り外す（図
52）。

7. バッテリー押さえプレートを外し（図 52）、
バッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. バッテリーを車体に載せる（図 52）。

2. Sバッテリー押さえプレート、J ボルト、ロッ
クナットを使ってバッテリーを固定する。

3. プラスケーブル（赤）を、バッテリーのプラ
ス（+）端子にはめ、ボルト、ワッシャにナッ
トを締め付けて固定する（図 52）。

4. ゴムカバーをかぶせる。

5. マイナスケーブルとアース線を、バッテリーの
マイナス（-）端子にはめ、ボルト、ワッシャ
にナットを締め付けて固定する（図 52）。

6. ゴムカバーをかぶせる。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持しししてててくくく
だだださささいいい（（（こここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.2651.2651.265 ににになななりりりままま
すすす）））；；；とととくくくににに、、、氷氷氷点点点下下下ににになななるるる場場場合合合はははバババッッッテテテリリリーーーののの損損損
傷傷傷ををを防防防ぐぐぐたたためめめににに重重重要要要ででですすす。。。

1. シャーシからバッテリーを取り外す； バッテ
リーの取り外し (ページ 37)を参照。

2. バッテリー液の量を点検する。

3. セルキャップがきちんと取り付けられている
ことを確認する。

4. 25～30 Aで1時間、または 4～6 Aで 6 時間、
充電する。

5. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコ
ンセントから抜いてから、チャージャのリー
ド線をバッテリー端子から外す（図 53）。

6. バッテリーをマシンに取り付け、バッテリー
ケーブルを接続する； バッテリーを取り付け
る (ページ 38)を参照。

注注注 バッテリーを外したままで機械を運転し
ないでください。電気系統を損傷する恐れが
あります。
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図図図 535353

1. プラス端子 3. チャージャのリード線 赤
（＋）

2. マイナス端子 4. チャージャのリード線 黒
（－）

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用し
ています。ヒューズは特に整備は必要ありません。
万一ヒューズが飛んだ場合には、配線がショート
していないか点検してください。

1. 機体後部についているクッションを外す。

2. ヒューズを引き出して外し、あるいは交換す
る（図 54）。

3. 機体後部にクッションを取り付ける。

注注注 正しい規格のヒューズが付いていることを
確認する（図 54）。

g015401

1

図図図 545454

1. ヒューズ

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトラララッッッキキキンンングググののの調調調整整整
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1. 左右のコントロールレバーを同じだけ前へ押
す。

2. マシンの走行方向が左右いずれかにずれるか
どうか調べる。

注注注 ずれる場合には機械を停止し、駐車ブレー
キを掛ける。

3. 機体後部についているクッションを外す。

4. 右ケーブル調整器を回して、右側コントロー
ルレバーがコントロールパネルのニュートラ
ルロックスロットの中央にくるようにする
（図 56）。

g015241

図図図 555555

1. 左側走行コントロールレ
バー

3. ニュートラルロック位置

2. 右側走行コントロールレ
バー

4. コントロールレバーの前後
整列を調整する

5. 左ホイールの速度が右ホイールの速度と同
じになるように左側ケーブル調整部を回して
調整する。

6. つまみは1/4回転ずつ回して、直進できるまで
少しずつ調整を進める。

注注注 調整は、左側ケーブルにのみ行い、その調
整で左ホイールの速度を右ホイールの速度に
あわせるようにしてください。右ホイールの
速度を調整すると、右側走行コントロールレ
バーがコントロールパネルのニュートラルロッ
クスロットの中央からずれてしまうので、右
ホイールの速度は変えないでください。
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g017848

図図図 565656

1. 左側ケーブル調整部 3. 右側ケーブル調整部

2. ケーブルロック

7. 動作を確認する。

注注注 トラッキング調整後にマシンが始動できな
くなった場合には、近接スイッチのターゲット
がコントロール・レバーについているボルト
に正対しているかどうか確認してください；
近接スイッチの調整 (ページ 40)を参照。

8. 適切にトラッキングするようになるまで調整
を続ける。

9. 走行系統をニュートラルにして駐車ブレーキ
を外したときにマシンが勝手に動き出さない
かどうか調べる。

重重重要要要 リリリンンンケケケーーージジジををを回回回しししすすすぎぎぎなななよよようううににに注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。回回回しししすすすぎぎぎるるるとととニニニュュューーートトトラララルルルででで勝勝勝手手手ににに動動動ききき
出出出すすすよよようううににになななりりりままますすす。。。

近近近接接接スススイイイッッッチチチののの調調調整整整

トラッキング調整後にマシンが始動できなくなった
場合には、この調整を行ってください。

1. 走行コントロールレバーについているボルト
が近接スイッチのターゲットに正対している
かどうか確認する（図 57）。

2. 必要であれば、ボルトをゆるめて近接スイッ
チの位置を調整し、ターゲットとボルト（コ
ントロールレバー）を正対させる（図 57）。

3. ボルトから近接スイッチまでの距離を測る；
図 57に示すように、0.51 - 1.02 mm である
ことが必要である。

4. 調整が必要な場合は、ジャムナットをゆるめ
てボルトの距離を調整する。

5. 調整ができたらジャムナットを締めて調整を
固定する（図 57）。

6. 運転前に安全装置のテストを行ってください。

G015609
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図図図 575757

1. 近接スイッチ 4. コントロールレバーについ
ているボルト

2. 近接スイッチ 5. この距離が 0.51 - 1.02 mm
であることが必要

3. ボルトとナット 6. ジャムナット
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タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと/毎月 （いずれか早く

到達した方）

後のタイヤの空気圧を 83-97 kPa （0.91-0.98
kg/cm2 = 12-14 psi）に調整して運転してください。

重重重要要要 タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧がががそそそろろろっっっててていいいななないいいととと、、、刈刈刈りりり上上上ががが
りりりもももそそそろろろわわわなななくくくなななりりりままますすす。。。

注注注 前タイヤはセミニューマチックタイヤですので、
空気圧の管理は必要ありません。

図図図 585858

キキキャャャスススタタタピピピボボボッッットトトベベベアアアリリリンンングググののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと/1年ごと （いずれか早

く到達した方）

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロールレバーをニュートラル固定位置にセッ
トし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. キャスタからダストキャップを外してロック
ナットを締め付ける（図 59）。

4. スプリングワッシャが平たくつぶれるまでロッ
クナットを締め付け、その位置から 1/4 回転
もどすと、ベアリングに対して適切な予負荷
がかかる（図 59）。

重重重要要要 スススプププリリリンンングググワワワッッッシシシャャャががが 図図図 595959 ににに示示示すすすよよよううう
ににに正正正しししくくく取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

5. ダストキャップを取り付ける（図 59）。

図図図 595959

1. スプリングワッシャ 3. ダストキャップ

2. ロックナット

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググののの
整整整備備備
キャスタホイールはスパナブッシュに取り付けられ
たローラベアリングに支持されて回転します。ベ
アリングの潤滑を適正に行なえば磨耗を最小限に
抑えることができます。ベアリングの潤滑を適正
に行なわないとベアリングは急激に磨耗します。
キャスタがガタつく場合にはベアリングの磨耗が
疑われます。

1. キャスタホイールをキャスタフォークに保持し
ているボルトとロックナットを外す(図 60）。
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図図図 606060

1. ロックナット 4. スパンナブッシュ

2. ホイールボルト 5. ローラベアリング

3. ブッシュ

2. ブッシュを外し、スパナブッシュとローラベ
アリングをハブから外す（図 60）。

3. ホイールハブから他のブッシュを取り外し、
ホイールハブについているグリスやごみをき
れいに取り除く（図 60）。

4. ローラベアリング、ブッシュ、スパンナブッ
シュ、およびホイールハブの内側の磨耗状態
を点検する。

注注注 破損したり磨耗したりしている部品は交換
する（図 60）。

5. ホイールハブにベアリングを1個入れる（図
60）。

6. ローラベアリングとスパンナブッシュにグリ
スを塗って、ホイールハブに取り付ける（図
60）。

7. ハブにもうひとつのブッシュを入れる（図
60）。

8. キャスタホイールをキャスタフォークに取り
付け、ホイールボルトとロックナットで固定
する（図 60）。

9. スパナブッシュがキャスタフォーク内部に当た
るまでロックナットを締め付ける（図 60）。

10. キャスタホイールのグリスニップルからグリ
スを注入する。

電電電気気気クククラララッッッチチチののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—電気クラッチの点検

を行う。

ブレーキが適切なタイミングで掛かるように、ク
ラッチの調整ができるようになっています。

1. すきまゲージ（0.4-0.5mm）（0.01–0.02 イン
チ）を、アセンブリにある点検用のスロット
のひとつに差し込む。

注注注 ゲージは、アーマチャとロータ摩擦面との
間に間違いなく入れること。

注注注 すきまが少なくとも 0.4mm あり、最大でも
0.5mm を超えていないことを確認する。

2. 調整が必要な場合は、0.4mm のすきまゲージ
を使い、3ヶ所の調整スロットそれぞれで調整
する。

3. すき間ゲージがかるくはさまれるがまだ楽に
動かせる程度までロックナットを締め付ける
（図 61）。

4. 残りのスロットも同じ要領で調整を行う。

5. 各スロットをもう一度点検し、アーマチャと
ロータ摩擦面との間にごくわずかの接触があ
るように調整する。

図図図 616161

1. 調整ナット 3. すき間ゲージ

2. スロット
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

吸吸吸気気気スススクククリリリーーーンンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

毎回、使用前に、エンジンのシリンダやシリンダ
ヘッド、冷却フィン、空気取り入れ口、キャブレ
ターガバナのレバーなどについている刈りかすやそ
の他のごみを取り除いてください。これにより、十
分な冷却効果と適正なエンジン回転数が確保でき、
エンジンのオーバーヒートや損傷の発生を抑える
ことができます。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—エンジンの冷却フィ

ンとシュラウドの清掃を行ってく
ださい。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 吸気スクリーンとファンハウジングを取り外
す（図 62）。

4. エンジン各部についている汚れや刈りかすを
落とす。

5. 吸気スクリーンとリコイルスタータ、ファン
ハウジングを取り付ける（図 62）。

2
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図図図 626262

1. ガードとエンジンの吸気ス
クリーン

2. ファンハウジング

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備
毎日、運転前に平らな場所および法面でのブレーキ
動作を点検してください。

停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車ブ
レーキを掛けてください。

重重重要要要 駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキがががスススリリリッッップププすすするるるよよようううににになななっっったたたららら
調調調整整整ががが必必必要要要ででですすす。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、PTOを解除する。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. ブレーキを解除する。

注注注 ブレーキバーがタイヤから浮き、ハンド
レバーがコントロールパネルのスロットの前
端まで動けば正常。

注注注 必要に応じてブレーキを調整する。

4. ブレーキレバーを操作して、ブレーキバーが
タイヤに最初に接触するところで止める（図
63）。

5. ブレーキバーがタイヤに接触した状態で、コ
ントロールパネルのハンドレバーのスロット
の端からハンドレバーまでのすきまの大きさ
を測定する（図 63）。

注注注 この適正距離は 19mm である。

注注注 必要に応じてブレーキを調整する。

43

 



1
2

3

4

5

6

g015240

図図図 636363

1. ハンドレバー 4. スロットの前

2. ハンドレバーの前 5. ブレーキバー

3. 19mm のすきま 6. ブレーキバーがタイヤに
ちょうど触れた状態。

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整

駐車ブレーキがスリップするようになったら調整
が必要です。

1. ブレーキを調整する前に点検を行う； 駐車ブ
レーキの点検 (ページ 43)を参照。

2. 平らな場所に駐車し、PTOを解除し、駐車ブ
レーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

4. 駐車ブレーキを解除する。

5. ブレーキの調整を行うには、下ブレーキレバー
とヨークからクレビスピンとヘアピンコッ
ターを外す（図 64）。

6. ジャムナットをゆるめる（図 64）。

7. ヨークを回転させる（図 64）。

注注注 ブレーキをきつくするには、ヨークを上
に移動させる。

注注注 ブレーキを弱くするには、ヨークを下に
移動させる。

8. ヨークを下ブレーキレバーに固定する； クレ
ビスピンとコッターピンを使用（図 64）。

9. ジャムナットを締める（図 64）。

10. ブレーキの動作確認をもう一度行う； 駐車ブ
レーキの点検 (ページ 43)を参照。

g015371
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図図図 646464

1. ジャムナット 4. ヘアピンコッター

2. ヨーク 5. 平ワッシャ

3. クレビスピン 6. 下側駐車ブレーキレバー

11. ブレーキの調整ができたら、レバースイッチ
を点検する（図 65）。

12. 図 65 に示されているように、ブレーキレバー
とスイッチの面とのすき間を点検する。
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注注注 ブレーキを 掛掛掛けけけたたた状状状態態態で、すきまが 3 mm
以内である必要があります。。

13. 必要に応じてスイッチを固定しているネジを
ゆるめてスイッチの位置を調整する。
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図図図 656565

1. スイッチとブレーキレバー
との間に 3mm のすきまが
必要

4. スイッチのボタン

2. ブレーキレバー 5. スイッチの面

3. スイッチ

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—刈り込みデッキベル

トを交換する。

ベルトが回転するときにきしみ音がする、刈り込み
中にベルトが滑ってブレードが回らない、ベルトの
縁がほつれている、焼けた跡がある、割れているな
どはデッキベルトの磨耗の症状です。

これらの症状が出たらベルトを交換してください。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. ベルトカバーのラッチを外し、カバーを取り
外す。

4. 前アイドラプーリのナットをゆるめる（図 66
と図 67）。

5. 磨耗したデッキベルトを取り外す（図 66と
図 67）。

6. 新しいベルトをデッキプーリとクラッチプー
リに掛け回す（図 66と図 67）。

7. アイドラアームにラチェットを差し込んでア
イドラプーリを締め付け、スプリングの長さ
（フックからフックまで）を 165mm とする
（図 66と図 67）。

8. ナットを締めて前アイドラプーリを締め付け
る（図 66と図 67）。

9. 刈り込みデッキにベルトカバーを取り付け、
ラッチで固定する。
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図図図 666666

1. 165mm （フックからフックま
で）

4. ラチェット

2. スプリング 5. ラチェット用の四角い穴

3. スプリング付きアイドラ 6. ナット

6    5g017890

図図図 676767

1. 165mm （フックからフックま
で）

4. ラチェット

2. スプリング 5. ラチェット用の四角い穴

3. スプリング付きアイドラ 6. ナット

ポポポンンンプププ駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—ポンプ駆動ベルトを点

検する。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 刈り込みデッキベルトを取り外す。

4. 機体を傾ける； マシンの前部を浮かせる
(ページ 28)を参照。

5. スプリングに接続されているショルダボル
ト、ナット、ワッシャをエンジンデッキから
外す（図 68）。
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図図図 686868

1. 油圧ポンプ 4. クラッチリテーナ

2. アイドラプーリ 5. ポンプ駆動ベルト

3. クラッチプーリ 6. ショルダボルト、ナット、ワッ
シャ

6. ポンプ駆動ベルトを取り外す（図 68）。

7. クラッチとポンププーリ（2個）に新しいベル
トを掛け回す。

8. スプリングをショルダボルトとワッシャに取
り付け、ナットでエンジンデッキに接続する
（図 68）。

9. マシンを通常の状態に立てる。

10. 刈り込みデッキベルトを取り付ける。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルハハハンンンドドドルルルののの位位位置置置
調調調整整整

右右右側側側走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーののの調調調整整整

左右のコントロールレバーが一直線にそろってい
ない場合には、右側コントロールレバーを調整し
ます。

注注注 まず最初に水平調整を行い、その後に前後調整
を行います。

1. PTO スイッチを切り、右側コントロールレ
バーをニュートラル位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 右側走行コントロールレバーを、ニュートラル
ロック位置から運転位置へ降ろす（図 69）。

4. 右側走行コントロールレバーと左側走行コン
トロールレバーの水平整列状態を見る（図
69）。

図図図 696969

1. 左側走行コントロールレ
バー

3. ここで水平の整列状態を
点検

2. 右側走行コントロールレ
バー（ニュートラルロック位
置）

4. 右側走行コントロールレ
バー

5. 右側コントロールレバーの水平位置を調整す
るには、カムを調整する。

6. 機体後部についているクッションを外す。

7. カムを固定しているナットをゆるめる（図
70）。
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図図図 707070

1. カム 2. ナット

8. 調整カムを使って右側走行コントロールレバー
を左側走行コントロールレバーと水平に調整
し、カムの固定ナットを締め付ける。

注注注 カムを右に回す（縦にする）とハンドル
が下がり、左に動かす（逆さにする）とハン
ドルが上がります。

重重重要要要 カカカムムムののの平平平たたたいいい部部部分分分ががが縦縦縦位位位置置置（（（右右右まままたたたははは
左左左）））ををを越越越えええななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。越越越えええるるる
とととスススイイイッッッチチチををを破破破損損損さささせせせるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーのののニニニュュューーートトトラララルルル位位位置置置調調調
整整整ををを行行行ううう

重重重要要要 EEEコココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーののの調調調整整整ががが終終終わわわっっったたたあああととと
ははは、、、試試試運運運転転転ををを行行行なななっっっててて走走走行行行状状状態態態ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささ
いいい。。。コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーののの前前前後後後整整整列列列調調調整整整ももも、、、同同同じじじ手手手
順順順ででで行行行ななないいいままますすす（（（図図図 717171）））。。。

注注注 まず最初に水平調整を行い、その後に前後調整
を行います。

コントロールレバー同士が戦後にずれている場合や
右側コントロールレバーがスムーズにニュートラ
ル固定位置に入らない場合には、この調整が必要
になります。

1. 水平調整が終わったら、両方のコントロール
レバーを前方に少し押して各リンクの遊びを
なくし、その状態で両レバーが前後に揃って
いるかどうかを点検する（図 71）。
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1. 左側走行コントロールレ
バー

3. ニュートラルロック位置

2. 右側走行コントロールレ
バー

4. コントロールレバーの前後
整列を調整する

2. 右側コントロールレバーが、ニュートラル位
置にスムースに入ることを確認する。

注注注 走行コントロールハンドルを前へ出すに
は、ケーブル調整装置を右に回す。走行コン
トロールハンドルを後ろへ出すには、ケーブ
ル調整装置を左に回す。

3. 調整が必要な場合には、右側のケーブル調整
器を回して行う。

注注注 左ケーブル調整は、つまみを 1/4 回転ずつ
回して進める。

4. 右側コントロールレバーが、ニュートラル位
置にスムースに入るようになったら、この位
置に左側コントロールレバーが揃うように、
左側コントロールレバーを調整する。

5. 正しく走行することを確認する； トラッキン
グの調整 (ページ 39)を参照。

6. ケーブルロックを調整ナットに取り付けて、
調整を固定する（図 72）。
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図図図 727272

1. 左側ケーブル調整部 3. 右側ケーブル調整部

2. ケーブルロック

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルにににつつついいいててて
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの種種種類類類：：： Toro® HYPR-OIL™ 500 油圧オイ
ル、または Mobil® 1 15W-50 合成モーターオイル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量：：： 2.0 リットル

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたたオオオイイイルルルををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。他他他ののの
オオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

50運転時間ごと

注注注 油圧オイルの量は、オイルが暖かいときでも、冷
えているときでも点検することができます。タンク
内のバッフルは、オイルが暖かいときの位置と冷え
ているときの位置とがあります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. PTOを解除し、エンジンを停止させる。

3. すべての部分が完全に停止してから運転位置
を離れ、駐車ブレーキを掛ける。

4. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭
く（図 73）。
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1. キャップ 3. 冷えているときの FULL 位
置

2. バッフル 4. 暖かいときの FULL 位置

5. 給油口からキャップを取る（図 73）。

注注注 タンクの中をのぞいてオイルの量を確認
する。

6. 低温時の最高位になるまで油圧オイルを補給
する。

7. エンジンを始動し、ローアイドルで 15 分間
運転してシステム内部のエアをパージし、オ
イルを暖める； エンジンの始動と停止 (ペー
ジ 19)を参照。
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8. オイルが暖かいうちにオイルの量を再点検す
る。

注注注 必要に応じ、高温レベルと低温レベルの間
までオイルを補給する。

注注注 オイルが暖かいとき、高温時FULLレベルの
下まであれば適正である（図 73）。

9. 給油口にキャップを取り付ける。

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合
にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる
施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけるるる
必必必要要要がががあああるるる。。。処処処置置置ががが遅遅遅れれれるるるととと傷傷傷口口口ががが壊壊壊
疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、
絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧
力力力ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーー
スススににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか、、、接接接続続続部部部ががが確確確実実実
ににに締締締まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと—Mobil® 1 オイルを使用
する場合には、油圧オイルととも
にフィルタを交換してください。

500運転時間ごと/1年ごと （いずれか早く到
達した方）—Toro® HYPR-OIL™ 500 オイルを使
用する場合には、油圧オイルとともにフィル
タを交換してください。

注注注 悪条件下で使用しているときや高温下で使用して
いる場合には、交換間隔を短くしてください。

警警警告告告

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負
ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイ
ルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかか
ららら行行行うううこここととと。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

3. 油圧タンクのキャップを取り外す。

4. 油圧オイルタンクの下にある前油圧ホースを
探し出し、その下にオイルを受ける容器を置
く（図 74）。

5. ホースのクランプをゆるめて下にずらす。

6. 前油圧ホースを外し、流れ出てくるオイルを
容器に回収する。
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1. 油圧オイルタンク 3. 前油圧ホース

2. 油圧フィルタ

7. 油圧フィルタを交換する； 油圧フィルタの交
換 (ページ 50)を参照。

8. 油圧ホースをタンクの下に接続する。

9. 低温時の最高位（バッフルがついている位置）
になるまで油圧オイルを補給する。

重重重要要要 指指指定定定通通通りりりのののオオオイイイルルルまままたたたははは同同同等等等品品品ををを使使使っっっててて
くくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

10. 油圧オイルタンクにキャップを取り付ける。

11. エンジンを始動して 2 分間運転し、システム
内のエアをパージする。

12. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点
検する。

注注注 片側または両側の車輪が駆動しない場合に
は、 油圧系統からのエア抜き (ページ 51)を
参照。

13. オイルの量を確認し、必要に応じて補給する。

注注注 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間
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警警警告告告

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負
ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイ
ルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかか
ららら行行行うううこここととと。。。

重重重要要要 自自自動動動車車車用用用のののオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタなななどどどををを使使使わわわななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。重重重大大大ななな内内内部部部損損損傷傷傷ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

3. フィルタの下にオイルを受ける容器を置く
（図 75）。
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1. 油圧オイルタンク 2. 油圧フィルタ

4. オイルフィルタを外し、フィルタのアダプタの
ガスケットの表面をきれいに拭く（図 76）。

5. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを
薄く塗る。

6. アダプタにフィルタをねじ込む。

7. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ
込み、そこから更に 1/2 回転増し締めする
(図 76)。

図図図 767676

1. 油圧フィルタ 3. アダプタ

2. ガスケット

8. こぼれたオイルはふき取る。

9. タンク内のオイルの量を調べ、必要に応じて
低温レベル位置までオイルを補給する。

重重重要要要 所所所定定定のののオオオイイイルルルまままたたたははは同同同等等等品品品ををを使使使用用用しししてててくくく
だだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムムををを
損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

10. エンジンを始動して 2 分間運転し、システム
内のエアをパージする。

11. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点
検する。

注注注 片側または両側の車輪が駆動しない場合に
は、 油圧系統からのエア抜き (ページ 51)を
参照。

12. オイルの量を確認し、必要に応じて補給する。

注注注 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

油油油圧圧圧系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき

燃料系統からは自動的にエアが抜けるようになっ
ていますが、油圧オイルを交換した後や油圧シス
テムの整備を行った後には、エア抜きを実施しな
ければならない場合があります。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

3. マシンの後部を持ち上げ、駆動輪が自由に回
転できる程度の高さにジャッキスタンドで確
実に支える。

4. エンジンを始動し、スロットルをアイドル位
置にセットする。

注注注 もし車輪が回転しないようであれば、手で
タイヤをゆっくりと前進方向に回して、油圧回
路から空気が逃げやすいようにするとよい。

5. エアが抜けることによってオイル量が下がっ
た場合には、適正量まで補給する。
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6. 反対側の車輪についても同じ要領でエアを抜
く。

7. 各チャージポンプハウジングの周辺を十分に
きれいにする。

油油油圧圧圧ララライイインンンののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

油圧ライン・油圧ホースの状態、オイル漏れ､ ねじ
れ､ 支持部のゆるみ､ 磨耗､ フィッティングのゆる
み､ 風雨や薬品による劣化などがないか十分に点
検してください｡異常を発見したら必ず運転を行う
前に修理してください。

注注注 油圧システムの周辺に刈りかすやゴミをためな
いようにしてください。

注注注 高温下で長時間使用するとホースやシールの劣
化が早まる可能性があります。高温下で使用する
場合には、点検間隔を短くして油圧オイルやフィ
ルタを早めに交換してください。

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの保保保守守守

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレード（刃）を鋭利にしておくと、いつも質の
良い刈り上がりとなります。ブレードを 2 本用意
して交互に使用すると便利です。

警警警告告告

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに

平らな場所に駐車し、ブレードの回転を解除し、駐
車ブレーキを掛ける。始動キーを OFF位置に回す。
キーを抜きとり、点火プラグからコードを外す。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する（図 77）。

2. 刃先部分が鋭利でなかったり、打ち傷がある
場合には、ブレードを外して研磨する； ブ
レードの研磨 (ページ 53)を参照。

3. ブレードを点検、特に立ち上がりの湾曲部を
ていねいに点検する。

4. ひび、磨耗、割れの発生などがあれば、直ち
に新しいブレードに交換する（図 77）。

図図図 777777

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 立ち上がり部分 4. ひび

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー

をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。
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2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

4. AAAの位置で(図 78)、平らな床面からブレード
の刃先までの高さを測る。

図図図 787878

1. ここ（平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さ）を測る

2. A の位置

5. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を前
に向ける。

6. 同じ位置で上記4と同じ要領で平らな床面から
ブレードの刃先までの高さを測る。

注注注 上記手順4と5で記録した2つの測定値が 3mm
の差の中に収まっていれば適正である。

注注注 この差が 3mm を超える場合には、そのブ
レードが変形しているので交換する。

警警警告告告

曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが
デデデッッッキキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけががが
をををさささせせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな
事事事故故故のののもももととととととなななるるる。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは
直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

••• ブブブレレレーーードドドののの表表表面面面ややや縁縁縁にににヤヤヤスススリリリなななどどどででで鋭鋭鋭
利利利ななな溝溝溝ををを作作作っっったたたりりりしししななないいいこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れて
いない、磨耗した、曲がったなどの場合には新しい
ものと交換する必要があります。いつも最高の性能
を維持し、安全を確保するために、交換用の刈り込
み刃（ブレード）は必ず Ｔｏｒｏ の純正部品をご
使用ください。他社のブレードを使用すると安全規
格に適合しなくなる可能性があります。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使って
ブレードの端部をしっかり握る。

2. スピンドルのシャフトからブレードボルト、湾
曲ワッシャ、ブレードを取り外す（図 79）。

図図図 797979

1. ブレードの立ち上がり（セー
ル）部

3. 湾曲ワッシャ

2. ブレード 4. ブレードボルト

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

1. ブレードは、左右の刃先をやすりで磨く（図
80）。

注注注刃先の角度を変えないように注意すること。

注注注 両方の刃先から等量を削るとブレードのバ
ランスを維持することができる。

図図図 808080

1. この角度を変えないように研磨すること
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2. ブレードバランサーを使ってバランスを調べ
る（図 81）。

注注注 ブレードが水平に停止すればバランスがと
れているからそのまま使用してよい。

図図図 818181

1. ブレード 2. バランサー

3. もし傾くようなら、重い方の裏面を少し削っ
て調整する（図 79）。

4. バランスがとれるまで調整する。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

1. スピンドルシャフトにブレードを取り付ける
(図 82)。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側（（（セセセーーールルル部部部）））
がががカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正ししし
いいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

2. スプリングディスクとブレードボルトを取り
付ける（図 82）。

注注注 スプリングディスクは、円錐部をボルトの
頭に向けて取り付ける（図 82）。

3. 各ブレードボルトを 115-150 N.m
（11.8-15.2kg.m = 85-110 ft-lb）にトルク
締めする。

図図図 828282

1. ブレードの立ち上がり（セー
ル）部

3. スプリングディスク

2. ブレード 4. ブレードボルト

刈刈刈りりり込込込あああがががりりりののの修修修正正正
1つのブレードの刈高が他よりも低い場合には、以
下のようにして修正します：

注注注 修正前に、後タイヤの空気圧が適正であることを
必ず確認してください。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 点火プラグのコードを外す。

4. 後のタイヤの空気圧を 83-97 kPa （0.84-0.98
kg/cm2 = 12-14 psi）に調整する。

5. ブレードやスピンドルに曲がりなどが発生し
ていないことを確認する； ブレードの変形を
調べる (ページ 52)を参照。

6. 刈高を 7.6cm に設定する； 刈り高を調整する
(ページ 25)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ点点点検検検

1. 後タイヤ空気圧を調整する。

2. ブレードに曲がりが発生していないことを確
認する； ブレードの変形を調べる (ページ
52)を参照。

3. デッキのブレードを左右方向に向ける。

4. BBB 位置およびCCC 位置で、平らな床面からブレー
ドの刃先までの距離を測定する（図 83）。

図図図 838383

1. 水平な床面から測る 2. ブレードの高さをBBB と CCCで
測定する

5. BBB 位置での測定値とCCC 位置での測定値の差が
6mm 以内であれば適正とする。

注注注 適正でない場合には 刈り込みデッキの左右
の高さ調整 (ページ 55)を参照。
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刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ調調調整整整

左右の高さ調整は、後タイヤの空気圧の調整および
エンジンデッキの側面にあるUプレートで行います。

1. 後タイヤ空気圧を変更する。

注注注 これは調整の必要な側に行う。

2. エンジンデッキの側面についている U プレー
トを探し出す（図 84）。

3. 片側のUプレートをゆるめ、上下に移動させて
BBB 位置と CCC 位置での高さの差が 6mm 以内にな
るようにする；図 84を参照。

4. ステップ 刈り込みデッキの前後ピッチ (ペー
ジ 55)に進む。

G015244

図図図 848484

1. Ｕプレート 2. ナットとボルト

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ピピピッッッチチチ

1. 後のタイヤの空気圧を適正圧に調整する。

2. ブレードのうちの1枚を前後方向に向ける。AAA
位置とBBB位置で、平らな床面からブレードの刃
先までの高さを測る（図 85）。

注注注 前部 AAA 位置でのブレード高さが後部 BBB位置
での高さよりも 6mm 低ければ適正である。

3. 他のブレードを前後方向に向け、同じように
測定する。

図図図 858585

1. ブレードの高さをAAA 位置と
BBB位置で測定する

2. 水平な床面から測る

4. 適正でない場合には 刈り込みデッキの前後
ピッチの調整 (ページ 55)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ピピピッッッチチチののの調調調整整整

前後のピッチの変更は、前刈高ポストを調整する
ことにより行ないます。

1. 図 86 のように、刈り込みデッキの下に
5x10cm程度の角材を 3 つほど置く。

2. 角材は、長さ10cmの辺を下にして置く。

G015245

図図図 868686

1. デッキの下に5x10cm程度の角材を置く

3. 調整ロッドの前後についているナットを両方
ともゆるめる（図 87）。

注注注 刈り込みデッキの重量を3個の角材全部で確
実に受けてください（図 87）。

注注注 デッキは、後のリップが前のリップよりも
6mm 低く作られています。

4. 前ナットと後ナットの両方を締める。
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5. カッティングユニットの前後のピッチを測定
する。

6. 寸法が正しくない場合には、前後どちらかの
ナットを使って正しく調整する（図 87）。

図図図 878787

1. 調整ロッド 3. 前ナット

2. 後ナット

刈刈刈高高高のののマママッッッチチチンンングググををを行行行ううう

1. 後タイヤの空気圧を点検する。

2. 刈高を 7.6cm に設定する； 刈り高を調整する
(ページ 25)を参照。

3. マシンを水平な床に置いた状態で、ブレード
のうちの1枚を前後方向に向ける。

4. AAA位置で、平らな床面からブレードの刃先まで
の高さを測る（図 88）。

注注注 この高さが 7.6cmであれば適正である。

図図図 888888

1. 水平な床面から測る 2. ブレードの高さをAAA位置で
測定する

5. 測定値が正しくない場合には、機体右側にあ
る刈高ロッドを探し出す（図 89）。

6. 図 89に示す調整ボルトを使って、ブレードの
先端の高さが 7.6cm マッチするように調整
する。

g015336

1

2

図図図 898989

1. 刈高ロッド 2. 調整ボルト
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デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

こここののの芝芝芝刈刈刈りりり機機機ははは、、、カカカバババーーープププレレレーーートトト、、、マママルルルチチチプププ
レレレーーートトト、、、まままたたたはははデデデフフフレレレクククタタタやややバババガガガーーーををを取取取りりり付付付けけけ
ててて運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. デフレクタをピボットブラケットに固定して
いるロックナット、ボルト、スプリング、ス
ペーサを外す(図 90)。

g015594

1

6    2 4

7

3

5

図図図 909090

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スプリングの JJJ字形フック

4. スプリング

2. 破損または古くなっているデフレクタを取り
外す。

3. デフレクタにスペーサとスプリングを取り付
ける。

4. JJJ 形端部のひとつをデッキ後部のエッジに
引っ掛ける。

注注注 必ず JJJ 形端部のひとつをデッキ後部のエッ
ジに引っ掛け、それから 図 90 のようにボル
トを取り付けてください。

5. ボルトとナットを取り付ける。

6. JJJ 形端部のひとつをデフレクタに引っ掛ける
（図 90）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタががが回回回転転転ででできききるるるここことととががが必必必要要要ででで
すすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上向向向きききにににしししてててかかかららら手手手をををははは
なななししし、、、自自自力力力ででで下下下がががるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

洗洗洗浄浄浄

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り除い
てください。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバー
をニュートラル固定位置にセットし、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. マシンの前端を持ち上げてジャッキスタンド
で刈り込みデッキを支える。

廃廃廃材材材ののの処処処分分分
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷却液
は環境汚染物質です。これらの物質は、それぞれの
地区の法律などに従って適切に処分してください。
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保保保管管管

洗洗洗浄浄浄ととと格格格納納納保保保管管管
1. PTOをOFFにし、駐車ブレーキを掛け、キーを

OFF 位置にして、抜き取る。

2. 機体各部に付着している泥や刈りカスをきれ
いに落とす。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。まままたたた、、、特特特ににに駆駆駆動動動系系系統統統やややエエエンンンジジジンンン部部部にににははは大大大
量量量ののの水水水ををを掛掛掛けけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄器器器ををを使使使うううととと、、、水水水やややごごごみみみをををスススピピピンンンドドドルルル
のののベベベアアアリリリンンングググややや電電電気気気スススイイイッッッチチチなななどどどののの重重重要要要部部部品品品
ににに入入入れれれてててしししまままううう危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

3. 特にエンジンのシリンダヘッドや冷却フィン
部分やブロアハウジングを丁寧に清掃する。

4. ブレーキを点検する； ブレーキの整備 (ペー
ジ 43)を参照。

5. エアクリーナの整備を行う； エアクリーナの
整備 (ページ 32)を参照。

6. 機体グリスアップを行う； 機体のグリスアッ
プ (ページ 30)を参照。

7. エンジンオイルを交換する； エンジンオイル
の交換 (ページ 34)を参照。

8. タイヤ空気圧を点検する； タイヤ空気圧を点
検する (ページ 41)を参照。

9. 長期間の格納保管の場合：

A. スタビライザ/コンディショナ（燃料品質
安定剤）を燃料タンクの燃料に添加する。

B. エンジンを掛けて（5分間程度）、コン
ディショナを混合した燃料を十分に行き
渡らせる。

C. エンジンを停止し、エンジンが冷えるの
を待って、燃料タンクから燃料を抜き取
る； 「」の章の「燃料タンクの整備」を
参照；または、ガソリンがなくなるまで
機械の運転を行なう。

D. エンジンをもう一度掛け、自然に停止す
るまで放置する。チョークを引いて始動
し、完全に始動できなくなるまでこれを
続ける。

E. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。廃油などはそれぞれの
地域の法律などに従って適正に処分する。

注注注 コンディショナ入りのガソリンでも90
日間以上の保存はしないでください。

10. 点火プラグを外し、点検を行う； 点火プラグ
の整備 (ページ 35)を参照。プラグの取り付
け穴からエンジンオイルをスプーン２杯程度
入れ、スタータを使ってエンジンをクランキ

ングさせ、シリンダ内部にオイルを行き渡ら
せる。点火プラグを取り付ける。点火コード
は取り付けないでください。

11. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。破損個所や故障個所は
すべて修理する。

12. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理
をする。ペイントは代理店で入手することが
できる。

13. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動
キーは必ず抜き取って別途保管する。機体に
はカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ガス欠 1. ガソリンを補給する。

2. チョークが掛かっていない。 2. チョークレバーをチョーク位置にセット
する。

3. 点火プラグのコードが外れているか、
ゆるい。

3. コードを正しく取り付ける。

4. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

4. 点火プラグを正しく調整して交換する。

5. エアクリーナが詰まっている。 5. エアクリーナのエレメントを整備する。

6. 燃料フィルタが詰まっている 6. 燃料フィルタを清掃する。

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

エンジンが始動しない、始動しにくい、す
ぐ止まる.

8. 安全インタロックスイッチのすき間が適
切でない。

8. 代理店に連絡する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エアクリーナが詰まっている。 2. エアクリーナの整備

3. エンジンオイルが足りない。 3. クランクケースにオイルを入れる｡

4. 冷却フィン付近が目詰まりしている。 4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

5. 点火プラグを正しく調整して交換する。

6. 燃料キャップの通気孔が詰まった。 6. 燃料キャップを清掃／交換する。

7. 燃料フィルタが詰まっている 7. 燃料フィルタを清掃する。

エンジンのパワーが出ない。

8. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 8. 代理店に連絡する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジンオイルが足りない。 2. クランクケースにオイルを入れる｡

エンジンがオーバーヒートしている。

3. 冷却フィン付近が目詰まりしている。 3. 清掃して空気の流れを良くする。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧オイルタンクにオイルを補給する。

2. 油圧系統にエアが混入している。 2. 油圧系統のエア抜きを行なう。

3. ポンプ駆動ベルトがスリップしている。 3. ポンプ駆動ベルトを交換する。

4. ポンプ駆動ベルトのアイドラのスプリン
グがない。

4. ポンプ駆動ベルトのスプリングを交換
する。

走行できない。

5. ポンプのバイパスバルブが開いている。 5. バイパスバルブを閉じる。12-15 N.m
（3.7-4.5 kg.m）にトルク締めする。

1. ブレードが曲がっている／バランスが
悪い。

1. ブレードを交換する。

2. ブレード取り付けボルトがゆるい。 2. 取り付けボルトを締め付ける。

3. エンジンの取り付けがゆるい。 3. エンジン取り付けボルトを締め付ける。

4. エンジンプーリ、アイドラプーリ、ブレー
ドプーリがゆるい。

4. プーリを締めつける

5. エンジンプーリが破損している。 5. 代理店に連絡する。

異常に振動する。

6. ブレードのスピンドルが曲がっている。 6. 代理店に連絡する。

1. 刃先が鋭利でない。 1. ブレードを研磨する。

2. ブレードが曲がっている。 2. ブレードを交換する。

3. 刈り込みデッキが水平でない。 3. デッキの左右を水平に調整する。

4. 刈り込みデッキのピッチが適正でない。 4. デッキの前後ピッチを調整する。

5. デッキ下にごみがたまっている。 5. 清掃する。

6. タイヤ空気圧が適正でない。 6. タイヤ空気圧を調整する。

刈高が不均一になる。

7. ブレードのスピンドルが曲がっている。 7. 代理店に連絡する。

59

 



問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ポンプ駆動ベルトが磨耗、ゆるい、また
は破損。

1. ベルトの張りを点検する。

2. ポンプ駆動ベルトがプーリから外れて
いる。

2. ベルトを取り付け、調整シャフトおよび
ベルトガイドの位置が適正か点検・修
正する。

3. 刈り込みデッキ駆動ベルトが磨耗、ゆ
るいまたは破損。

3. 新しいベルトを取り付ける。

4. 刈り込みベルトが外れている。 4. ベルトを取り付け、アイドラプーリ、アイ
ドラアームおよびスプリングの位置およ
び機能を点検修正する。

5. アイドラスプリングが破損または欠落し
ている。

5. スプリングを交換する。

6. 電気クラッチ の調整が狂っている。 6. クラッチのすき間調整を行う。

7. クラッチのコネクタや電気コードが破損し
ている。

7. 代理店に連絡する。

8. 電気クラッチが破損している。 8. 代理店に連絡する。

9. 安全インタロックシステムが働いている。 9. 代理店に連絡する。

ブレードが回転しない。

10. PTO スイッチが破損している。 10. 代理店に連絡する。
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図図図面面面

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)

62

 



米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ（（（輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店）））：：： 国国国：：： 電電電話話話番番番号号号：：： デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ（（（輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理
店店店）））：：：

国国国：：： 電電電話話話番番番号号号：：：

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079

Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163 Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285

B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704 220

Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704 220

Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821 9999

CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20

Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970

Cyril Johnston & Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden Ab フィンランド 358 987 00733

Equiver メキシコ 52 55 539 95444 Parkland Products Ltd. ニュージーランド 64 3 34 93760

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416

ForGarder OU エストニア 372 384 6060 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128 128

ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100

Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979

Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500

Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200

Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77 00

Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760 Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131

Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901

Hydroturf Int. Coドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500

Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355

Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960

Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 0091 44 2449 4387 Valtech モロッコ 212 5 3766 3636

Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニー（トロ）は、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したことになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を利
用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があ
ります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求められた場合に
は、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間（法律によって保存期間が決められてい
る場合など）にわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください： legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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ランドスケープ
管理請負業務用
専門機器（LCE）

トトトロロロ社社社ののの総総総合合合製製製品品品保保保証証証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社である Toro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、当初にお買い上げのお客様*に対し、以下に挙げる Toro 社製品
に材質上または製造上の欠陥が発見された場合には、無償修理を行う
ことをお約束します。

保証期間は、当初の購入者によるお買い上げ日から起算して以下の期間と
させていただきます。

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

歩行型芝刈機

53cm デッキ – 住宅用1 2 年間

53cm デッキ – 業務用 1 年間

76cm デッキ – 住宅用1 2 年間

76cm デッキ – 業務用 1 年間

ミッドサイズ歩行式芝刈機 2 年間

•エンジン 2 年間2

Grand Stand® モア 5 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2 年間

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 2000 シリーズ芝刈り機 4 年間または 500 運転時間3

•エンジン 2 年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 3000 シリーズ芝刈り機 5 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2 年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 5000 および 6000 シリー
ズ芝刈り機

5 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2 年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 7000 シリーズ芝刈り機 5 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2 年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

すべての芝刈り機

•バッテリー 2 年間

•アタッチメント 2 年間

1通常の住宅環境とは、自宅敷地内にて使用することを言います。1箇所より多い現場での使用は業務

用使用となり、業務用製品の保証が適用されます。

2トロの LCE 製品では、エンジンの保証をエンジンメーカーが行っているものがあります。

3いずれか早く到達した時期まで。

4製品寿命時期までのフレーム保証：メインフレーム（溶接によって構成した、トラクタのフレーム構成部

であって、エンジンなどの構成品を搭載するための構造物）が、通常の使用中に割れや破損を生じた場

合、部品代や工賃の負担なく、修理または交換いたします。不適切な使用、無理な使用によるフレーム

の破損や使用間違いまたは錆や腐食の発生によって必要になった修理には本保証は適用されません。

修理に必要となるパーツ代金および作業代金は本保証に含まれますが、
機械の搬送費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証請請請求求求手手手続続続ききき

お客様が所有する製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思わ
れた場合には、以下の手続きを行ってください：

1. 販売店に対して保証修理を依頼してください。販売店に連絡できない
場合には、弊社正規代理店へご連絡ください。

2. ご購入の日を証明する書類（レシート）とともに、サービスディーラーの
修理工場に製品をお送りください。

3. サービスディーラーの診断やサービス内容にご満足いただけない場合
は以下にご相談ください：

RLC Customer Care Department

Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

001-952-948-4707

代理店一覧表をご覧ください.

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品の持ち主は、その製品のオペレーターズマニュアルに従って製品の整
備を行う責任があります。 これらの保守作業はディーラーまたはお客様が行
うことができますが、費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

排ガス保証やエンジン保証付きの製品以外は、上記に挙げた保証が製品保
証のすべてとなります。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• 通常の保守整備にかかる費用や部品の代金；たとえば、フィルタ、燃
料、潤滑剤、オイル交換費用、点火プラグ、エアフィルタ、ブレードの研
磨費用や交換費用、ケーブルやリンクの調整費用、ブレーキやクラッチ
の調整費用などがこれにあたります。

• 通常の使用によって磨耗して寿命がくる部品等

• 改造、誤使用、整備不良、過失などが原因で修理や交換が必要に
なった製品や部品

• 製品の引き取りやお届けの費用

• 弊社正規代理店以外の業者による修理や分解操作など

• 弊社が推奨する適正燃料を使用しなかったことが原因で起こった不具
合の修理（詳細についてはオペレーターズマニュアルをご参照ください）

– 燃料系統が汚染された場合の汚染除去は本保証には含まれません

– 古くなった燃料（購入後一ヶ月以上を経過しているもの）や、エタ
ノールを10%以上またはMTBEを15%以上含有する燃料の使用

– 不使用期間が一ヶ月を超える場合に燃料タンクから燃料を抜き取
らなかったことを原因とする不具合

そそそののの他他他

ご購入者様は、居住国の法律により保護されています。本保証は、これらの
法律によって保護されるご購入者の権利を制限するものではありません。

374-0272 Rev C

 


	NO TITLE
	NO TITLE
	安全な運転のために
	安全にお使いいただくために： TORO からのお願い
	音圧
	音力
	振動レベル

	NO TITLE
	NO TITLE
	燃料を補給する
	エンジンオイルの量を点検する
	慣らし運転期間
	安全第一
	駐車ブレーキの操作
	ブレードコントロールスイッチ（PTO）の使い方
	スロットルの操作
	チョークの操作
	始動スイッチの操作
	燃料バルブの使い方
	エンジンの始動と停止
	安全インタロックシステム
	プラットホームの使い方
	前進と後退
	停止
	回転インジケータの使い方
	機体を手で押して移動する
	移動走行を行うとき
	トレーラへの積み込み
	刈りかすを横に排出する場合またはマルチングする場合
	刈り高を調整する
	フローバッフルを調整する
	フローバッフルの位置調整を行う
	ウェイトの使用

	マシンの前部を浮かせる
	クッションを外して後部へアクセスできるようにする
	機体のグリスアップ
	前キャスタのピボットのグリスアップ
	キャスタホイールのハブの潤滑
	エアクリーナの整備
	エンジンオイルについて
	点火プラグの整備
	スパークアレスタ（が装着されている場合）を点検する。
	燃料タンクの内部清掃
	燃料フィルタの整備
	バッテリーの整備
	ヒューズの整備
	トラッキングの調整 
	タイヤ空気圧を点検する
	キャスタピボットベアリングの調整
	キャスタホイールとベアリングの整備
	電気クラッチの調整
	吸気スクリーンの点検
	冷却系統の清掃
	ブレーキの整備
	刈り込みデッキベルトの交換
	ポンプ駆動ベルトの交換
	走行コントロールハンドルの位置調整
	油圧オイルについて
	芝刈りデッキの保守
	ブレードの整備
	刈り込あがりの修正
	デフレクタの交換

	芝刈りデッキの裏側の清掃
	廃材の処分
	NO TITLE
	洗浄と格納保管




